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○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 それでは、皆様、お時間のほうにもなりまし

たので、本日、第１回の廃炉・汚染水対策福島評議会を開催させていただきます。本日は足

元が悪い中にもかかわらずお集まりいただきまして、ありがとうございます。 

 それでは、まず開会に当たりまして、議長を務めます赤羽経済産業副大臣より一言ご挨拶

を申し上げます。 

○赤羽議長 皆様、こんにちは。いつも大変お世話になっております。原子力災害現地対策

本部長、そして廃炉・汚染水対策の事務局長を務めております経済産業副大臣の赤羽一嘉で

ございます。 

 本日は、大変な豪雪の中、お足元の悪い中、関係当該市町村の自治体の首長の皆様、そし

て関係団体の代表の皆様、そして地元でさまざまな活躍をされていただいている皆様、この

ように一堂に会されまして、第１回目の廃炉・汚染水対策福島評議会の開催をさせていただ

きますことに、まず心から感謝を申し上げる次第でございます。 

 この会議の趣旨は、皆様の大変なご懸念でもございます１Ｆの廃炉・汚染水対策の現状に

ついて、また今後の見通し、工程について国として説明責任を果たさせていただく、そして

それを受けて地元の皆様、日ごろから抱えられているご不満、またご心配を踏まえての率直

なご意見を伺わせていただき、恐らくさまざまな情報の出し方、発信の仕方についての改善

を図り、また廃炉・汚染水対策そのものについても、皆様の意見を聞いて反映させていきた

いということで立ち上げた会議でございます。 

 私も、この職務をいただいて昨年１月２日から、基本的には毎週２日間、被災地域に足を

運ばせていただきながらその任に当たってまいりましたが、やっぱり国が前面に出なければ

いけないと、東京電力任せでは、この廃炉・汚染水対策は乗り切ることができないという中

で、昨年９月の原子力災害対策本部におきまして国の基本方針を大転換させていただき、国

が前面に出るということを決定させていただきました。現地にも政府の現地事務所も立ち上

げさせていただき、関係省庁からの常駐メンバーを配置し、月１回、東京電力、また規制庁、

そして関係省庁が一堂に会して、常に１Ｆで現地調整会議も定期的に開催をさせていただい

ているものでございます。国の予算も使って必要なものはしっかりと対策を講じていくとい

う方針の中、それなりに危機管理、またその対策・体制ができつつあると認識をしておりま

すが、そういったことにつきましても率直にご説明をする機会をということで、今日は述べ

させていただいたところでございます。 

 また、今日午前中、今日のこの会議のテーマではございませんが、午前中、福島国際研究
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産業都市、いわゆるイノベーション・コースト構想研究会、第２回目の会を開催させていた

だきました。これはもちろん廃炉の安定的な推進、汚染水対策の推進ということだけではな

くて、この浜通り地区の再生に向けて、被災当該地域の再生に向けて、私自身は世界一の生

まれ変わった新しい町をつくり、そして今14万人いるとも言われている不自由な生活を余儀

なくされている避難者の皆さんが一日も早くふるさとに戻ってきていただく、そして世界の

誰もがうらやむようなすばらしいまちづくりをしたいという思いで立ち上げた会でございま

す。 

 そうしたことも踏まえながら、廃炉と一言で言っても30年、40年かかる大事業でございま

すので、この世界的な国内外の英知を結集して作業を進めていくということも踏まえながら、

今日は現状もそういったことも踏まえて率直に報告をさせていただく、そして皆様の率直な

自由闊達なご意見を承りながら、国の今方針でございます、国としてこのことは責任を持っ

てやり切るという思いで会議を開催させていただきたいと思います。 

 本当に時間も無制限に用意しております。皆さんのご都合もあるかなと思いますが、本当

に自由闊達な率直なご意見を賜りますよう心からお願いを申し上げまして、冒頭の開会のご

挨拶とさせていただきます。今日はどうかよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 それでは、これから討議のほうに入りますの

で、プレスの方々は所定の位置のほうにご移動のほうをお願いいたします。 

（プレス移動） 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 本日の出席者につきましては、出席いただき

ました方々多数でございますので、大変恐縮ではございますけれども、皆様方のご紹介をち

ょっと省略させていただきます。そのかわりにということではありませんけれども、手元の

出席者名簿のほうをご参照いただければと存じます。 

 なお、本日、葛尾村の松本村長のほうは所用によりちょっと欠席だというふうにお聞きし

ているところでございます。何人かの委員のほうはちょっと遅れて到着というふうに聞いて

いるところでございますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、本日の配付資料のほうの確認をさせていただければと思います。本日の資料につき

ましては、卓上のほうに配付しております１枚紙の一覧表、こちらにございます。その一覧

表の下のほうについております資料をちょっとご照合いただきまして、もし過不足等ござい

ましたら我々事務局のほうに申し出ていただければ、早急に準備いたしますけれども、よろ
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しゅうございますか。多少、大分になりますけれども、ご指摘等があればいつでも結構でご

ざいますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、引き続きまして会議の設置・運営ということで、ちょっと事務的な話になりま

すけれども、初めに事務局のほうから議題の１のほうの評議会の設置運営ということで説明

をさせていただければと存じます。 

 それでは、事務局のほうから説明お願いいたします。 

○上田対策官 それでは、お手元の資料の３と資料の４で会議の設置、運営について簡単に

ご説明をいたします。 

 資料の３のほうでございますけれども、これは評議会の設置要綱でございます。目的でご

ざいますけれども、先ほども話がございましたけれども、廃炉・汚染水対策について自治体

や地元ニーズに迅速に対応するため、地元関係者への情報提供・コミュニケーションの強化

を図るということ、また廃炉の進め方や情報提供・広報のあり方について意見をお伺いする

等々の目的というものが、この本評議会の目的でございます。 

 また、構成につきましては、資料３の別紙のほうに構成員等について記載をさせていただ

いております。 

 ３．に「評議会の運営に関して必要な事項は、運営要領で定める」ということでございま

して、資料の４をごらんいただきまして、これは運営要領の案でございます。 

 簡単にご説明をいたしますけれども、評議会の運営につきましては、この運営要領の規定

するところによるということでございます。 

 また、開催については、これは議長が招集をし、構成員も評議会の招集を求めることがで

きる。あるいはその関係者の出席ということで、構成員等が評議会を欠席する場合には、代

理人を出席させることができる等々の規定でございます。 

 また、第４条で評議会の公開でございます。これは評議会、また評議会の配付資料は原則

として公開、議長が不開示情報を含むなど公開に適さないと認める場合には非公開とするこ

とができるということでございます。 

 また、議事録、これは原則作成し公表していくというものでございます。 

 また、第６条でございますけれども、廃炉・汚染水対策関係閣僚等会議に、この評議会で

の議論の内容を必要に応じて報告をするといったことが定められています。 

 以上が運営要領の案の概要でございます。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 こちらの運営要領の案については、一応この



 4 

評議会のほうで決定をするということとしておりますけれども、この案のとおりでよろしゅ

うございますでしょうか。コメント等を……よろしゅうございますか。これで進めさせてい

ただければと存じます。 

 それでは、続きまして次に議題の４にまいりますけれども、廃炉・汚染水対策の現状と今

後の対応ということで、こちらの議題に移らせていただきます。資料のほうは一応５のほう

をちょっとご参照いただきまして、こちらにつきまして事務局のほうから説明をいたします。 

○糟谷廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 それでは、資料の５をご覧ください。 

 廃炉・汚染水対策、特に去年の夏ごろからの動きを描いてございます。廃炉については、

当時の廃炉対策推進会議で決定をいたしました中長期ロードマップに基づいて進めてきてお

りますけれども、去年の６月に中長期ロードマップを改定いたしました。これまで福島第一

原子力発電所全体を対象とした一律の計画を立てておりましたが、去年６月の改定により、

１号機から４号機まで号機ごとにそれぞれ異なる事情を踏まえたスケジュールを定めて取り

組んでおります。 

 それから、７月、８月と様々な汚染水漏れをいたしまして、大変ご心配、ご迷惑をおかけ

いたしました。申しわけございません。それを受けまして９月３日に原子力災害対策本部に

おいて基本方針を取りまとめております。基本的な考え方といたしまして、まず第１に国が

前面に出て必要な対策を実行するということ、第２に、逐次的な対応ではなくて、問題が起

きたらその問題に対応するということではなくて、想定されるリスクをあらかじめ広く洗い

出して、予防的かつ重層的な対策を講じるということであります。３番目に、新たに発生す

る事象を見逃さずに、影響を最小限に抑えるということであります。これを受けて対策を部

分的に決定をし、また予防的、重層的対策を検討をしたわけでございます。 

 そういう中で、11月18日からは４号機からの使用済み燃料プールからの燃料の取り出しが

開始されました。12月には汚染水処理対策委員会の検討を受けて、12月20日でありますけれ

ども、廃炉・汚染水問題に対する予防的、重層的な追加対策を取りまとめをいたしておりま

す。この過程では国内外からさまざまな技術提案を募集いたしまして、合計780件の提案が寄

せられて、これを踏まえて取りまとめてございます。 

 ２ページ目に、その取りまとめをいたしました対策の全体像、主立ったものを書いてござ

います。３つの基本方針、すなわち第１に汚染源を取り除く、第２に汚染源に水を近づけな

い、第３に汚染水を漏らさない、この３つの基本方針に従って、そこにありますような対策

を講じております。 
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 このうち、星のついているものは去年の12月に決定をした予防的、重層的な追加対策であ

ります。具体的に申し上げますと、２．の汚染源に水を近づけないという対策の⑨に国費に

よる凍土方式の陸側遮水壁の設置というのがございます。これは１号機から４号機までを陸

側の遮水壁、壁をつくって地下水の流入をとめて、汚染水が増えるのを防止をしようという

対策であります。この陸側遮水壁、凍土方式でつくるということは９月に決定をし発表をい

たしましたけれども、これについては、本当にこれだけで大丈夫なのかというご指摘もいろ

いろといただいておりました。 

 これを受けまして、⑪でありますけれども、この陸側遮水壁の重層的な対策として、雨水

の土壌浸透を抑える敷地舗装という対策を講じるということにしております。これは建屋に

流れ込む地下水の大半が、この敷地もしくは敷地の周辺に降る雨水であるということから、

雨水が土壌に浸透しないように敷地の表面遮水、舗装を進めていこうというものでありまし

て、こういった類いの一つの施策だけに寄りかからない重層的な対策、または今明らかに問

題が起きているわけではないけれども、想定されるリスクに対応した予防的な対策、こうい

うものを取りまとめて、順次、今実施をしているところでございます。 

 続きまして、３ページであります。 

 国が前に出る、前面に出ると言うけれども、じゃあ何をやるのかということをいろいろと

ご質問いただくわけであります。国のほうの役割について、（１）から（５）まで整理をい

たしております。 

 まず第１に、基本的な方針やアクションプランの策定であります。 

 （２）、第２番目に、潜在的なリスクを洗い出して予防的、重層的な対策を検討する。こ

こに汚染水処理対策委員会というのを国の委員会として設けまして、国内のさまざまな分野

の専門家の方々に集まっていただいて、今問題が起きていないけれども潜在的にあり得るリ

スク、これを洗い出して対応策を講じているということでございます。 

 （３）でありますが、東京にいて東京電力に対して指示をしてちゃんとやれということだ

けではなくて、現地に事務所をつくりまして、そこに詰める職員が日々の状況を把握いたし

まして、問題が起きてから対応するのではなくて、日々に起こっていることを把握して、東

京電力と現場で一緒に進捗を確認し、一緒になって問題点を考えていこうという取組を始め

ております。 

 （４）番は財政措置でありまして、技術的な難易度が高く、国が前面に立って取り組む必

要があるものについて財政措置を講じております。 
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 （５）でありますが、国内外への情報発信、これも国としてしっかり取り組んでいかなけ

ればいけない役割であるというふうに考えております。 

 体制は、そのページの下のほうにありますが、ちょっと詳細は割愛をさせていただきます。 

 ４ページ目に、廃炉・汚染水対策に係る予算措置をまとめてお示しをしております。 

 汚染水対策で、いろいろと凍土壁等々で報道されておりますけれども、廃炉に向けたさま

ざまな研究開発、これは廃炉の溶けた燃料がどこにあって、どうやって取り除くか、そうい

うことの研究開発でありますとか、あとは放射性廃棄物の今後の処理、処分に向けた研究開

発、こういうことについても国費を投じて研究開発を進めているところでございます。 

 それから、５ページ目でございます。 

 ＩＡＥＡのレビューミッションの最終報告書というのが先週木曜日に取りまとまり、発表

されました。これは日本政府、それから東京電力で取り組んでいる廃炉・汚染水対策につい

て、海外の中立的、客観的な目でこれを評価し、足りないところをいろいろと指摘をしても

らおうということで、去年の春、それから去年の秋、２回にわたって調査を行ってもらって

おります。このうち去年の秋11月下旬から12月上旬にかけて行われた調査の最終報告書が、

先週の木曜日に公表されたものであります。 

 おおむね、日本の対応について評価をされているところでありますが、主なアドバイス項

目として、その５ページ目の下にありますような①から④というものを書いておりますが、

そういう内容についてアドバイスを受けております。こういうアドバイスを踏まえて、さら

に廃炉・汚染水対策の取組を強化してまいりたいというふうに思っております。 

 このうち、アドバイス項目の②について若干誤解を与えるような報道ぶりがなされており

ますので、ちょっと修正、訂正、正確なところを説明させていただきます。報道では、海に

流すことを前提に、流す方策について検討するようにということを、ＩＡＥＡのレビューミ

ッションから報告書の中で指摘されたというような報道されているものが一部にありました

けれども、実際ＩＡＥＡの報告書の中では、管理された放出を含むあらゆる汚染水対策のオ

プション、選択肢について検討するようにというふうにアドバイスを受けております。つま

り海に放出するということだけを検討しろということではなくて、最終的に何らかの処理、

処分をしなければいけないわけでありますが、あらゆる対策について検討すると、選択肢を

検討するということのアドバイスを受けているものでありまして、海に流すことについて、

それだけについて検討しろということを言われているものではありません。そこはちょっと

誤解を招いている可能性がありますので、訂正をさせていただきます。 
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 それから、６ページ目でございます。 

 汚染水対策、去年の９月以降、先ほど申し上げたような形で取り組んでいっておるわけで

ありますし、廃炉についても、国の定めた中長期ロードマップに基づいて細部が進められて

きておるわけでありますけれども、今後30年余りにわたる廃炉対策、しっかりと進められる

ように、国内の英知を結集し新たな支援体制を整備するということで、法律案を今国会に提

出することを予定であります。 

 具体的には、現在、原子力損害賠償支援機構、この組織を拡充いたしまして専門技術的な

助言、指導、それから効果的な研究開発の企画、それから廃炉の実施体制についての国の監

視機能の強化、こういったことを可能にするような法改正をしたいということで、今政府の

中で検討しておりまして、なるべく早いタイミングで国会に提出をし、ご審議をいただきた

いというふうに考えております。 

 いずれにしましても、汚染水は国が前面に出るけれども廃炉はどうなのかというようなこ

とを聞かれますが、こういう廃炉全般について国も全面的に力を投入して、一日も早く地元

の皆様に安心いただけるような状況を実現するための対策や取組をこれからも強化してまい

りたいというふうに考えております。 

 ちょっと長くなりましたが以上です。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 それでは、続きまして資料６に基づきまして、

東京電力のほうから説明をお願いいたします。 

○増田東京電力廃炉・汚染水対策最高責任者 はい。資料６に基づきまして、廃炉・汚染水

対策の現況並びに対策の進捗状況についてご説明させていただきます。 

 資料６の１ページをごらんください。 

 私ども、国のご指導いただきまして、ロードマップに沿って仕事を進めているわけですが、

2013年６月に改訂し、これに基づいて仕事を進めております。今、現状は左側に書きました

ように第２期に入っているというふうに認識していただきたいと存じます。４号機の燃料取

り出しを2013年11月から開始することができまして、若干ロードマップよりも早まりました

が、第２期に入った状況でございます。 

 右側のほうに、各号機別のスケジュールを書かせていただきましたが、４号機で燃料取り

出しが１カ月前倒しになっておりますが、それ以外のものは、まだ１、２、３号機は最速の

プランというのを掲げさせていただいているだけでございます。また②と書いてある燃料デ

ブリ取り出しというのも2020年、21年ごろを予定しておりますが、まずはデブリ取り出しあ
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るいは保管のための技術開発というのをしっかりやっていくというのが我々の役目というふ

うに考えております。 

 また、先ほど申し上げました４号機の燃料プールの燃料取り出しに関しましては、左側の

下に書かせていただきました。使用済み燃料と新燃料合わせて1,533体の燃料がプールにあり

ますが、そのうちの352体の搬出が終わったところでございます。５分の１から４分の１のと

ころという状況でございます。また４号機に関しては、大分前から建物が傾いているんでは

ないかというようなご懸念も、あるいはご不安をお持ちいただくようなことになってしまっ

て申しわけなかったと思うんですが、建屋の健全性についても、こういった右側に書きまし

たようなポイントを設定点として設けて、年４回の測定をやっております。現在、異常あり

ません。 

 次に、２ページに移らせていただきます。 

 ２ページには、原子炉・燃料プールの現状というのを書かせていただきました。 

 １号機から３号機の原子炉は、安定的に冷温停止の状態を続けておりますし、使用済み燃

料プールも安定した状態にございます。 

 今後の問題としましては、作業に基づいてこれから瓦れきを撤去してプールの燃料を取り

出すという作業に移っていくわけですが、その作業の進捗とともに余分なダストを舞い上が

らせないというところが一番大事かと思っております。そのダストを舞い上がらせないよう

にしっかりやっていくというのを心がけていきたいと思います。 

 また、下半分には地震・津波対策の状況を書かせていただきました。今、地震・津波が来

たときにどうなるかというところを含めまして、複数の信頼性を向上させるという仕事をや

ってまいりました。また今では３時間程度で原子炉の注水というのを再開できるようになっ

ております。半日程度たってでも原子炉あるいはその使用済み燃料プールで皆さんにご心配

かけるようなものはないという状況までは来ているというふうに認識しております。 

 続きまして、３ページをごらんください。 

 １から４号機の現状と課題を書かせていただきました。 

 １号機ですと、右側のほうには2011年３月の写真と2011年の10月のカバーをつけた写真を

上げさせていただきましたが、カバーを設置して、今は放射性物質の飛散を抑制することが

できております。なお、今後燃料を取り出すためには、このカバーを一度撤去するとかいう

ことがまた生じてまいります。そういったときに、先ほど申し上げたようにダストを舞い上

がらせないための対策をしっかりしながらやっていきたいというふうに考えております。 
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 ２号に関しても、他号機に比べて２号機は線量が高くございます。汚染の状況をしっかり

調査した上で仕事をやるというところが肝要かと思っております。 

 ３号機に関しましては、ただいま燃料取り出しを2015年の上期に行えるようにということ

で準備をしております。 

 ４号機は、先ほど申し上げたとおり燃料取り出しを行っていますが、2014年の年度末まで

には完了するという予定で進めております。 

 続きまして、４ページをごらんください。 

 ４ページは、労働環境のほうについて作業員の被曝線量低減ということで書かせていただ

きましたが、現在の左の大きな写真は福島第一を上から見た絵でございます。１、２、３、

４と大きく４つに分類しておりますが、やはり１と書いた１号機から４号機があるところの

線量がかなり高くなっております。ここの部分はちょっと後になると思いますが、それ以外

のところの線量を、何とか右側に書きましたように平成27年度末までにはグリーンの状態、

５マイクロシーベルト／アワー以下に下げるところまで持っていきたいと思っています。最

終的には事故前の状態に近づけるということを目指していますが、まずは作業員、作業をや

っていただく方々の被曝を少なくするということを心がけていきます。 

 また、４号機の燃料取り出しでも被曝が多いというようなご心配もいただいております。

こちらに関しましても、少しでも減らすことが我々の責務だと思っております。何とか遮蔽

をふやすとかそういったことをやって、減らす努力を今やっているところでございます。４

割程度減らすことができておりますが、さらに減らすように努力していきたいと思っており

ます。 

 ５ページをごらんください。 

 こちらも、現場で働く人たちの環境の改善というのを中心に書かせていただきました。左

側には新しく新事務棟の設置というのを書かせていただきましたが、やはり今問題は、福島

第一と福島第二のバックオフィスというところ、そして東京という形でいろいろ分かれたと

ころで仕事をしているため意思疎通が悪くなったり、一体感がなくなったりというところが

あるのではないかと思います。やはり一体となった職場に改善するということを心がけます。

また、やはり今回給食センターというのを設置させていただくことを今皆さんのご協力のも

とに進めております。やはり温かい食事が提供できるような環境も、ぜひ一日も早く用意し

たいと思います。 

 また、左の下には大型休憩所というのを書きましたが、今の福島第一では、やはり打ち合
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わせをやったり食事をとったり休憩したりする場所は非常に限られております。なるべく早

く改善をしたいと思っておりまして、打ち合わせ、食事あるいは休憩がとれるような場所を

作ろうというふうに考えております。 

 また、右の下に書きましたのは、今回私ども全体を福島第一に専念するというのを含めて、

廃炉カンパニーというのを社内に作ることにいたしました。私、そこの責任を持ってやって

いきたいと思いますが、そこには東京電力の本社あるいは他部門を含めて支援をもらいなが

ら、しっかりとこの福島第一を安全な環境に戻すということに取り組んでいきたいと思って

います。 

 続きまして、６ページをごらんください。 

 これにつきましては、非常に大きく皆さんにご心配をかけておりますタンクエリアにおけ

る雨水の対策でございます。雨水を汚染水にかえない、また先ほど糟谷さんのほうからのご

説明でありましたが、汚染源に近づけない、汚染した水を外に漏らさないというところが非

常に大事なところだと思っています。雨どいを設置したり、コンクリートの堰の中をウレタ

ンで塗装したりということをやっております。ただ残念ながら、まことに申しわけありませ

ん、昨日の午後に、この左の下に書いた絵をごらんいただくと一番わかりやすいんですが、

昨日漏らした水というのは、このコンクリートで左の一番下の絵をごらんください。右が作

業をしていただいている方の足の右側に写っている縦にボルトがあるのがタンクでございま

す。そしてウレタン舗装をして周りにコンクリートの堰をつくって、その上にかさ上げの鋼

材を置いてあります。このコンクリートとかさ上げの鋼材の間に、やはりウレタン塗装をし

たものの、残念ながらすき間があいてしまって、ここから水が若干漏れたり、あるいはその

右の絵に描いたような鉄板のかさ上げした鋼材の部分に配管を通しているわけですが、ここ

のコーキングがうまくいっていなかったために、たまった水が外に漏れてしまったという状

況になってしまいました。まことに申しわけありません。施工をしっかりやり直すとともに、

しっかりと見直しを行っていくということを行います。 

 また、側溝の対策として書いたのが、この一般排水として土壌が汚れているものを外に流

さないための対策、あるいはそういうものが外へ出ていかないための連続監視モニターの設

置というのをあわせて今行っているところでございます。 

 次に、７ページをごらんいただきたいと思います。 

 これが、その汚染水の抜本対策でございます。くどいようですが、汚染水を漏らさない、

汚染水を水に近づけない、汚染源を取り除くというのが、やはり一番大事なところだと思い
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ます。これをしっかりやっていくために海側の遮水壁あるいは陸の遮水壁、これが先ほどお

話しありました凍土という形でやろうと思っているところですが、やっていきたいと思いま

す。 

 また、右側に書いた海側の遮水壁については、対策１と書いた右側ですが、2014年の９月

の完成を目指して今やっているところでございます。また対策３のところは、サブドレンの

建屋周辺の水をくみ上げて、建屋の中に地下水が入ることを防ぐということをやっていると

ころでございます。 

 こういった抜本対策等のために次のページ、８ページに緊急対策というのを書かせていた

だきました。 

 この緊急対策、やはり同じように外へ出さないのが大事なわけですが、抜本対策１に書き

ましたのは、抜本対策の海側の遮水壁というものを作る前に、そこへ漏らさないことが大事

だろうということで、ブルーに書いたところに、今、水ガラスというもので遮水をするとい

うことをできるようになったところでございます。 

 また、対策２は汚染源の除去。やはり取り除くというのが非常に大事でございます。この

ポンチ絵で申しわけないんですが、緑色に塗ったのはこれは配管のトレンチ、トンネルのよ

うなものの断面図でございます。その左のタービン建屋と書いた中に水がたまっておりまし

て、その水がこの緑色のトレンチというトンネルの中に出てこないようにするのが大事です

し、この緑色のトンネルの中にたまった水が汚れておりますので、これを除去するというの

が非常になります。 

 そこで、右側にちょっと四角く４つ書きましたが、まずはタービン建屋とこの緑色のトン

ネルの部分の間を凍結して止水し、その緑色のトンネルの中の汚染水を除去し、そしてこの

穴を埋めてしまうという形で、何とか汚染源の除去をやっていこうと思っております。 

 また、対策３は汚染水増加の抑制ということで、建屋の山側からまず汚いところへ水を持

っていかないように地下水をくみ上げるという地下水バイパスというのを今手がけていると

ころでございます。今日この後、ちょっと映像でごらんいただきたいと思いますが、この後

に出てきますわかりやすい広報というのが、今日もう一つありますが、それを踏まえて、こ

ういった地下水バイパスというのはどういうことなのかというのをちょっと映像をつくりま

した。本日ここでごらんいただいた上で、皆さんにコメントなりお気づきの点を頂戴して、

いろいろなことを反映した上で、これを我々のホームページにアップしていきたいと思いま

す。今後、なるべくこういった目で見てわかりやすいものを心がけていきたいと思っており
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ます。 

 説明のほうは以上ですが、後ろに今、壁のほうに映させていただいた映像をちょっとごら

んください。よろしくお願いします。 

 （映像） 

 福島第一原子力発電所において、東京電力と協力企業で実施している汚染水への幾つかの

取組のうち、地下水バイパスについて紹介します。 

 放射性物質を含んだ汚染水をめぐる問題には、３つの側面があります。１つ目、地下水と

の闘いです。これは自然との闘いの側面が大きいと言えます。２つ目、汚染水が発電所港湾

内へ流出していることです。影響は港湾内にとどまっており、港湾外での濃度は影響のない

レベルで安定を保っています。３つ目、タンクにためている水が漏えいしたことです。これ

らは当社の体制や個々の処方に問題点があったことから、解決に向け改善策を実施中です。 

 この写真からもわかるように、福島第一原子力発電所は海に近い丘の麓に位置しています。

降った雨は地中に浸透して地下水となります。発電所の建屋の下を流れる地下水も、もとも

とは雨であるとの見解が、国の設置した専門家委員会からも出されています。通常の発電所

であれば地下水自体が問題になることはありませんが、福島第一原子力発電所では、平成23

年３月11日の事故により建屋が損傷し内部の核燃料と接触したり、発電所内のほかの汚染源

と接触したりすることで地下水が汚染されている可能性があります。現在のところ、毎日400

トンほどの地下水などが発電所建屋内に流れ込み汚染されています。汚染水は発電所内にた

めなければならないことから、汚染水の浄化と管理への対策はますます重要になっています。

ですので、少なくともそうした水の一部が建屋に流れ込むことを防げれば、現場の負担も減

り、大きな助けになります。 

 国との検討により、汚染水への対応として汚染源を取り除く、汚染源に近づけない、汚染

水を漏らさないという３つの大きな方針に基づく幾つかの対策を実施中、または準備中です。

具体的には汚染水を閉じ込め海へ漏らさない対策である海側遮水壁の設置、また汚染源に近

づけず汚染水を閉じ込め漏らさない対策である凍土方式による陸側遮水壁の設置などがあり

ます。今回紹介する地下水バイパスとは、地下水が発電所内で汚染源に触れる前にくみ上げ

る仕組みのことで、汚染源に近づけない対策となります。 

 このアニメーションのように、発電所建屋の山側から流れてくる地下水を建屋に入る手前

でくみ上げて、汚染されていない状態のまま海へ流します。この地下水バイパスの稼働によ

り、効果として建屋内に流れ込む地下水の量が減少することを期待しています。くみ上げた
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地下水は排水する前に汚染されていないかを確認します。この時の基準値は、法令上の濃度

限度やＷＨＯ（世界保健機関）の飲料水の基準よりも低いものです。放射性物質の濃度が運

用目標値以下であることを確認できた場合にのみ、海へ排水する運用となります。 

○増田東京電力廃炉・汚染水対策最高責任者 こういったビデオをつくらせていただきまし

た。ぜひお気づきの点ありましたらご意見頂戴したいと思います。これをなるべく早く３月

になる前ぐらいに、我々はホームページにアップできればというふうに今考えているところ

でございます。 

 資料６は以上でございます。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございました。 

 続きまして、資料７につきましては事務局から説明を。 

○糟谷廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 資料７をごらんください。 

 国、それから東電の情報提供・コミュニケーションについて、我々がこれまで行ってきた

こと、それから努めていることというのをちょっとご紹介した上で、まだまだ至らないとこ

ろ多々あると思いますので、そのあたりについてご意見をいただき、さらなる改善につなげ

ていきたいというふうに考えております。 

 まず資料７の１ページ目でございますけれども、これまでの情報提供のやり方としては、

左上の１番のところですが、ホームページに掲載をする、または記者会見を行うということ。

右に行きまして、自治体の関係者の皆様、または関係団体の皆様にご連絡をし、またご説明

をするということ。左下ですが、地元でのセミナーや説明会を必要に応じて開催をさせてい

ただくということ。右下ですが、チラシ等をこれは全戸に配付をさせていただく、こんな形

のことをやってきたところでございます。チラシの例については、この資料の一番後ろの参

考２というところに、チラシとか説明資料の例についての現物をつけてございます。 

 続いて、２ページ目でございます。 

 情報提供・コミュニケーション、このあり方についてはこれまでもさまざまなご意見をい

ただき、またいろいろご批判、お叱りもいただきながら改善に努めてきているところであり

ます。情報提供を透明かつ迅速に行うということは当然のことでありますが、それだけでな

くて、そこにありますような５つの点、こういった点に心がけているつもりでございます。

ただ100％まだできていないところがあったり、あとはこちらが心がけているつもりであって

も、なかなか実際の報道等につながらなかったりということで、まだまだ力不足の点があろ

うかと思います。 
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 まず１番目でありますけれども、起きたことの概要だけではなくて、その原因ですとか影

響、それから全体の廃炉作業での位置づけなど、その意味合いをご理解いただけるような形

での提供に努めてまいりたいというふうに考えております。例えば一例を挙げますと１号機、

これは圧力容器に入れた冷却水が漏れて建屋の下にたまっているということが前々からわか

っておったわけであります。去年の11月の終わりから12月にかけて、実際カメラつきの船を

入れて、実際に漏れているところの撮影ができて、こういう形で漏れているということがわ

かって、それから年が明けてからですが、その漏えい量というのも推計をして東京電力から

発表したということでございました。 

 これは、本来圧力容器から漏れているということはわかっておったものが、具体的にどう

いう形で漏れていて、どれぐらいの量漏れているかということがわかったという意味では、

ある意味では進展的ではあるんですけれども、つまりそれがわからないと直せないという意

味で進展ではあるんですけれども、実際にはそういうことはなるべくそういう公表に努めた

ものでありますけれども、11月、12月に新たな水漏れが起きたというふうに誤解をされたり、

また年が明けて漏えい量の推計をしたところ、８割も漏れているということが新たな漏えい

であるかのように受けとめられたりして、またご心配をかけたということがあったかと存じ

ます。こういうご心配をおかけしないように、前進であることは前進であるということをし

っかりとご説明をしながら、今後もコミュニケーションに努めてまいりたいということでご

ざいます。 

 それから２つ目でありますが、問題の程度とか度合いについて、客観的な指標などと比べ

ていただけるような形で極力発表をしたいということでやっております。よく濃度が何倍に

なったというような形で報道されて、何倍になった、その何倍という数字だけをごらんにな

って、すごくご心配をおかけしていることがあるというふうに伺っております。実際には何

倍になった後も、ＷＨＯ（世界保健機構）の飲料水の基準よりも低いというケースも直近で

はあったわけでありますけれども、それでも、その何倍になった、それだけとらまえて見て

しまうと非常にご心配になられる、そういうことについては極力客観的な資料、すなわち告

示濃度の基準ですとかＷＨＯの飲料水基準とか、そういうものをお示ししながら、それと比

べていただけるような形でご理解いただけるように、極力発表をするように努めております。 

 それから３番目に、起きたということの報告だけではなくて、それに対してどう対応して

いるのか、どう対応するのか、それもあわせて発表するということであります。例えば高い

濃度の井戸からくみ上げた水を観測したところ、高い濃度の数値が検出をされているという
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報道が毎日のように続いて、非常にご心配をかけていると思います。これは実際それが観測

された井戸よりも海側でくみ上げて、くみ上げた水については処理をしているわけでありま

すけれども、どうしても井戸でくみ上げて、つまり海に出ないように井戸でくみ上げて処理

をしているということが抜けた形で、また最高値を更新したと、そういう形で伝わるがため

にご心配をおかけしているんじゃないかというふうに思います。なかなか力不足で、繰り返

し繰り返し申し上げて、なかなかよく伝わらないところがありますけれども、どういう対応

策、対処をしているかということをあわせてお伝えするように努めていきたいと思ってござ

います。 

 それから４番目でありますが、どうしてもこの廃炉、それから汚染水の問題、技術的で非

常に難しい内容が多くございます。したがって文字だけではなくてイラストとか画像などを

活用した形でご説明するように、さらに努力をしていきたいということでございます。 

 ５番目でありますが、ホームページであらゆる情報は公開をされているわけでありますけ

れども、ホームページを見ろと言われても、パソコンを使う人ばかりじゃないというお叱り

をしばしばいただきます。インターネットを利用されない方々にも身近なメディアを通じて

お知らせする、こういうことがより必要だろうというふうに考えております。 

 その意味では、最近、海洋の水質モニタリングなんかも地元の２紙で公表をいただけるよ

うになったということは、インターネットをご利用にならない地元の皆様にも海洋の水質の

データ、どんな状況かということがおわかりいただけるという意味で、少し改善にはなった

かなというふうに思っておりますが、これにとどまらず、さらによりいろんなメディアを通

じてお届けできるように努めていきたいと、このように考えております。 

 こういう取組、いろいろやっておるつもりでありますけれども、恐らくまだまだ至らない、

もしくはこの５点以外にまだまだ見落としている点があろうかと思いますので、今日は忌憚

のないご批判、ご指摘をいただければというふうに思っております。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございました。それでは、続きま

して議題のほうを進めさせていただきます。 

 原子力規制委員会/原子力規制庁の廃炉・汚染水対策に関する規制活動についてということ

で、資料８に基づきまして原子力規制庁のほうから説明をお願いいたします。 

○小坂原子力規制庁地域原子力規制統括管理官 原子力規制庁で福島地区を担当しておりま

す地域統括の小坂でございます。本日は初回ということもございまして、本庁のほうから東

京電力福島第一原子力発電所事故対策室長の金城も出席させていただいております。本日は
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原子力規制委員会、規制庁がいろいろな廃炉・汚染水に対する対応をしてございますが、そ

の中で最近特に取り組んでいる敷地境界の実効線量の対応についてご説明をさせていただき

たいと思います。 

○金城東京電力福島第一原子力発電所事故対策室長 では、今ご紹介にあずかりました金城

のほうからご説明をさせていただきます。 

 まず、この敷地境界線量の件につきまして、我々として非常に整理、そういった議論して

いますが、まさにこの施設、外側に対する影響を見る際に規制の基本をなすところでありま

して、そういった意味では今までの説明にあったようなそれぞれの対策をやはりこれから見

ていく際にも基本となるところと考えてございます。 

 まず、簡単にこの資料で説明させていただきますと、まず経緯のところでございます。福

島の第一原子力発電所につきましては普通の状態ではないということで、特定原子力施設と

いう新しい法の枠組みを設けまして、今規制をかけているところであります。 

 その規制ですけれども、東京電力の作る実施計画という中で、我々が認可する事項につい

て規制をかけていくということになるわけですけれども、その東京電力の実施計画を作る際

に我々からの要求事項としてまとめておりますのが、この経緯の最初の矢羽にあります「措

置を講ずべき事項」というところになります。この中で、その敷地境界における実効線量に

つきましては、平成25年３月までに年１ミリシーベルト未満にすることという要求になって

います。これ、ちょっとこの言葉だけではわかりにくいので、めくっていただきまして２ペ

ージ目の別紙１をごらんいただければと思います。 

 この敷地境界の実効線量、これは当然施設の運転とかに応じて評価した値、評価値なので

すけれども、その中には３つ構成するところがございます。まずこのオレンジ色であります

ところは固体廃棄物、今議論になりましたタンクや、あとは瓦れき、今いろいろな伐採木を

ためていますけれども、そちらからの直接的な放射線の影響。 

 ２つ目に気体廃棄物、これも東京電力の説明でもいろいろありましたけれども、これから

廃炉作業を進めていくに当たりましては、舞い上がりとかそういったものが外に与える影響

などもございます。そういったものを規制しているのが、この気体廃棄物の線量を評価した

値でございます。 

 一方で液体廃棄物、こちらのほう、今の実施計画にも記載はないのですけれども、これま

での排水路を流れる水に放射性物質が含まれていたり等々、実際にはやはり放射性物質が含

まれた水が海に流れていたりしますので、そういったものをしっかりと影響を把握する必要
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があると。そういったこの３つを一体的に捉えるのが、この敷地境界の実効線量の制限とい

うものでございます。 

 １ページ目に戻らせていただきますけれども、この制限なのですけれども、措置を講ずべ

き事項で我々が求めていたのですが、残念ながら経緯の２つ目の矢羽にありますように、こ

の25年３月時点ではこの１ミリシーベルトを達成していたのですけれども、４月に地下貯水

槽からの漏えいといったことがございまして、この地下貯水槽に貯蔵された汚染水が敷地境

界近くのタンクに移送された。このことによりまして、その敷地境界の評価値が7.8ミリシー

ベルトを超えるような値となってしまいました。 

 状況につきましては、別紙２にございますけれども、これはこの特徴的なところをとらえ

たものですけれども、この南エリアというのが別紙２の右の上のほうにございますけれども、

３月時点ではこちらのほうの線量、0.74ほどの評価だったのが、先ほどの地下貯水槽からの

汚染水を敷地境界近くのタンクにためた影響で、7.8といったものに上がっている状況になっ

ています。 

 それで、我々としましてもこの実施計画を、また１ページ目の今度３つ目の矢羽に説明を

移らせていただきますけれども、こういう状況があったり、我々からの要求している状況と

もなかなか合致はしなかったのですけれども、８月14日に、とはいうものの汚染水対策、廃

炉対策を前に進めることのほうが、やはりリスクを下げるといった議論も十分いたしまして、

この問題につきましては実効線量の評価値を早急に１ミリシーベルト/年未満にさせる必要

があるといったことで、注文をつけて認可をしたと、そういう経過になっております。 

 ただ、８月に認可して以降も、なかなかこの敷地境界線量を改善する状況が見られず、む

しろ新しい評価値では８ミリシーベルトを超えるというような状況になってきまして、この

現状を踏まえて我々のほうとして議論を始めたんですけれども、やはり今後も瓦れきの撤去

等に伴う固体廃棄物の増加とか汚染水の貯蔵量の増大、いろいろなファクターがございます。

そういった中でこの評価値につきまして、いかにこの規制の枠組みにしっかりと合致をして

いくかという部分につきまして、いつまでに達成すべきか、その達成する過程においてどの

ようなアプローチがあり得るのかといったことにつきまして、１月、２月、計３回の検討会

で議論を進めてきた次第であります。 

 この議論ですけれども、先週２月14日の金曜日の検討会で、東京電力のほうからも技術的

にフィージビリティーのある案が示されましたので、規制庁としましても東京電力に対する

指示の案が大体固まったところでございます。簡単に申し上げますと現状の問題というとこ
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ろでは、いつまでに達成といったところは、おそくとも平成28年３月までに達成、その間で

すけれども平成27年３月末、ちょうど１年後ですね、そういったところまでに２ミリシーベ

ルト／年未満で、28年３月末までには１ミリシーベルト／年未満といったものを達成できる

フィージビリティーとなる判断、この検討会でも見られたと思います。 

 これは、今日は抜粋の資料しか用意できなかったのですけれども、今後はそういった我々

としても指示の内容が固まりましたので、この後の原子力規制委員会にかけまして、その指

示を固めまして、その後冒頭申し上げましたけれども、今、福島第一の実施計画という東電

のつくる計画の審査の中で規制をかけていますので、その提出された実施計画の審査といっ

た中で、この実現についてしっかりと確認をしてまいりたいというふうに考えています。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございました。それでは引き続き

まして議題６のほうに進ませていただきたいと思います。 

 地元の皆様からのご意見等ということで、一応こちらのほう２つに分けて、１つ目が情報

提供やコミュニケーションの改善に向けたご意見等、２つ目が廃炉・汚染水対策等に関する

ご意見等についてであります。２つに分けさせていただいておりますけれども、まずは情報

提供やコミュニケーションの改善ということにつきまして、まずは最初にご意見を聞かせて

いただければと存じてございます。これから自由討議という形で進めさせていただければと

思っております。ぜひよろしくお願いしたいというふうに考えております。 

 まず、皆様のほうから一言ずついただければと存じますけれども。 

○内堀福島県副知事 それでは、福島県としてまず発言をさせていただきます。 

 私のほうから、この福島評議会のあり方について所感を申し上げます。この評議会がそも

そも何のために設置されたのか、この根本はやはり地元関係者という表現なのですが、やは

り福島県民というのが一番のある意味対象であろうと思います。特に相双のエリア、双葉の

エリアの皆さん、あるいは避難されている方々、地元の方々にこの深刻な廃炉・汚染水対策、

こういったものの状況がどうなっているのか、それをしっかりと伝えていきたいということ

が当然ながら根本になろうかと思います。 

 したがって、約200万人の県民の皆さんに、どういった言葉でどういう手法で伝えていくの

か、しかもそれが相手に響くのかというところに、ぜひ主眼を置いていただきたいと思って

います。そしてそのプロセスが仮にうまくいけば、それは福島県の方だけではなくて日本全

国の国民にも伝わるはずですし、さらに世界の方々にも発信ができるということに全て連動

していくと思います。そのポイントのところをまず今回において、具体的な４つの提案をさ
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せていただきたいと思います。 

 まず１点目ですが、福島県民、人口の半分以上が女性です。今日この場に30名以上のメン

バーが出席しているのですが、残念ながら蜂須賀さんと西本さんだけが女性で、あとは男性

陣ということになっております。特に200万人の方に伝えようとする場合、女性が見てわかる

のかという視点は欠かすことができないと思います。したがって、今日はあのお２人には副

大臣からもお話しありましたが、ぜひ２人の発言、特別に無制限でやっていただいて、男性

陣よりもより多くしゃべっていただいて、２人でこのメンバーの半分ぐらい活躍していただ

くぐらいの、そういう気概で受けとめていく必要があるかなと思いますし、あと今後、可能

であれば少し女性のメンバーを何名か増やしたり、あるいはこの場もどんどんメンバーが増

える一方だと大変だと思いますので、別途、女性の声を吸い上げるようなシステムとか、そ

ういったものをご検討されてはいかがかなと思います。 

 次、２つ目の視点は子供の視点だと思います。 

 残念ながら、廃炉・汚染水対策というのは、３年とか５年とか短期的な視野で済むもので

はなくて、20年、30年、40年という長いスパンかかります。その段階になると、主役は今こ

こにいる我々大人のメンバーではなくて、次の世代の20代、10代あるいはこれから生まれて

くる子供たちが主役ということになろうかと思います。そうすると今オンサイトで何が行わ

れているのか、何が問題で、逆に何が解決しているのかということを伝えるために、中学生

や高校生にわかる発信の仕方というのも、ぜひ念頭に置いていただきたいと思います。 

 例えば、高校生や中学生が理解できることであると、先ほどの200万県民のうちのかなりの

方が理解できるということになります。残念ながら、今日の資料はまだやはり大人用の、し

かもどちらかというと専門的な知識を持った方向けの資料です。例えば実効線量って先ほど

さらっと言われていますが、空間線量と何が違うのか、あと敷地境界といっても、それは原

発施設の境界なんだということが一般の方はわかりません。こういったところも含めて中学

生や高校生にわかる発信の仕方、一遍にこれは難しいのはわかっていますので、徐々にでも

結構ですので、そういった視点を持っていただけるとよろしいかなと思います。 

 そして、３点目はマスコミの皆さんへの対応だと思います。 

 今日のこの評議会、時間無制限で５時間程度確保してあると思いますが、フルオープンで

やれるというのは非常にいいことだと思います。テレビメディア、あと新聞メディア、その

ほかの媒体の方もおられますが、こういった方々にできるだけわかりやすくお話をして、今

日、このエルティのこの会議室だけでなくて、できるだけ多く報道していただくようなそう
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いう工夫をする、あるいはマスコミの皆さんに追加でまたちょっとレクチャーをさせてもら

ったり、参考資料を出して、より皆さんがわかりやすい報道ができるような工夫というのも、

ぜひ心がけていただければと思います。 

 あと、４つ目は多言語での対応ということです。 

 冒頭で、できれば世界にもというお話をしました。今、福島県がいろんな復興政策を進め

ています。ところが具体的な事例を申し上げますと、一昨年から昨年にかけて、福島空港と

いうエアポートあるんですが、あそこは中国と韓国のフライトがありました。実は両国とい

ろいろ調整をして、特に韓国のほうはかなりいい形で進みましてチャーター便が復活したん

ですね。非常にそれがまたいい状況で皆さん乗っていただいて、このままチャーターを続け

ていけば、また定期便の復活まで行けるといった矢先に、昨年の春、汚染水問題がまさにど

んとぶつかりまして、その結果、夏以降チャーターが飛べなくなって、それもまた断絶した

ままになっています。 

 やはり、例えば韓国の方々が３年前の原発事故の状態を、あのまま時がとまったように受

けとめておられて、非常に今でも報道は厳しい状況だというのを伺っておりますけれども、

やはり世界に対してどう伝えるかということが、この福島評議会のまず最初の第一歩なんで

すが、ここで伝える平易な内容とかわかりやすい内容を、またこれも一遍でなくてもいいで

す、段階的で結構なんですが、あと、かつ最初はとてもこの膨大な資料を全部翻訳するのは

難しいでしょうから、最初は本当にエッセンスだけでもいいと思うんですが、徐々に世界に

発信していくシステムというのも、また国において、あるいは東京電力においてもつくって

いただくと、それは非常にトータルで日本という国に対して功を奏すると思います。 

 以上、女性の視点、中高生の視点、マスコミの皆さんへの配慮、多言語対応、こういった

ことをぜひ今日の場で申し上げ、何とか多くの方々の心に響いて、少しでも安全・安心を感

じさせる取組をしていただければありがたいと思います。 

 私からは以上です。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございました。４つの視点という

ことでご提案をいただきましたけれども、それでちょっと引き続きまして、何人かの方々に

ついてお話を聞かせていただければと思います。まことにちょっと恐縮でございますけれど

も、名簿のほう、上のほうからお話をいただければと思っておりますけれども、いわき市の

舘さん。 

○舘いわき市行政経営部危機管理室室長 いわき市でございますが、ちょっと本日は市長所
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用のため、代理で行政経営部危機管理室のほうから出席させていただいております。 

 ただいま、副知事のほうから大きな目線でのご提案がございましたが、私どもは当面のと

ころに絞って、情報提供やコミュニケーションの改善という部分について、まず申し上げさ

せていただきます。 

 一つは、この情報提供のいわゆる頻度の問題があろうかと思います。結局、何らかの目を

そばだたせるようなニュース等が発生した場合には、確かに集中的に報道されますけれども、

言ってみれば基本的な考え方、今副知事がおっしゃった子供目線、そういった内容で定期的

な知識を増やすようなコミュニケーション、広報紙などを利用してといういろんな手はあろ

うかと思いますが、そういった定期的な、そしてできる限り簡単な表現で、これは我々も皆

さん、東京電力さんから情報をいただいた際に内容がかなり専門的でございますので、我々

の市の区域内に流すに当たって、我々もそんな専門知識がございませんから、かなり表現、

それから内容等については苦慮して流しているといったそういったことがございますので、

最初にご提供いただく段階で、ある程度それこそ子供にでも、それからちょっと私、今、老

眼鏡をかけておりますけれども、こういった小さい字が見づらいような方でもわかりやすい

資料の形で最初にご提供いただくと大変ありがたいと。かなりのスピードで、そうすれば来

てそれをそのまま流すといった、早い速度で住民の方に情報を流すことが可能だと考えてお

りますので、先ほども資料からの説明でございましたが、そのような線で今後進めていただ

ければと思います。 

 そして、１点目で申し上げました定期的にこういった専門的なところ、最初から全部入れ

ろと言っても無理な話ですから、定期的に小さいところから少しずつといった形も含めて、

教育面での配慮もいただければ大変ありがたいと考えております。 

 いわき市は以上でございます。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございました。それでは、引き続

きまして田村市の鈴木さん、お願いします。 

○鈴木田村市副市長 田村市でございます。 

 今、田村市は避難指示の解除に向けた話し合いを進めております。その中で皆様からいた

だくご意見の中には、やはり汚染水の事故があると、それが原子炉の不安定ということと結

びついた話にとられております。それが帰還に対する不安につながっているということがご

ざいます。やはり今副知事からも、いわき市さんからもございましたように、専門的ではな

くてわかりやすい表現で今の状態を伝えていただきたいというふうに考えています。インタ
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ーネットでは公表しているというのは重々承知しておりますが、そうした話し合いに見える

方が、ほとんどそうしたものを使わない皆様で、なかなか情報を得る手段がない状況にござ

います。そうした方に、方法は難しいとは思いますが専門的でない形で伝えていただければ

大変助かるというふうに、今そうした話し合いを進めている中で大変感じている内容です。

よろしくお願いいたします。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございます。それじゃもうお一方、

桜井さんのほうからお願いします。 

○桜井南相馬市市長 一番は、避難されている方々が戻る際に、この汚染水問題も含めて非

常に抵抗感を持っています。そこで防災計画の原子力対策編とも関連するんですけれども、

再度避難させられるようなことがないのかどうか、これは非常な関心ですよ。つまり、一度

戻れる環境を我々が整備しつつあっても、また避難させられるのではないのかという不安が

あるんですね。これはどうしても払拭しないと避難した人は戻ろうとしません。特に20キロ

圏内近い小高区のような人たちは、あの思いは二度としたくないと思っているわけですね。

ですので再度避難させられるようなことがないのだということと、これは後々の問題にも関

連するかもしれませんが、常時、東電としてあらゆる部署で、地点でモニタリングをしてい

るのかどうか。 

 これは、なぜこういうことを質問するかというと、我々もモニタリングポスト、非常に国

の支援もいただいて設置していますが、たまに飛び上がることがあったりします。これは誤

作動なのか、先ほどちょっと話あった中で報告あった中で、舞い上がりを防ぐという言葉が

あったかと思うのですけれども、こういうことがモニタリングデータの中からあると不安に

なる人がいるのですよ。ですので、このサイトにしっかりと管理されているのかどうかとい

う情報を我々実証できないのですよね、我々が確かめることができないので、それは明確に

住んでいる方々に不安を与えないデータを常時発信し続ける必要があるのではないかと思い

ます。 

 そして、これも内堀副知事とも連動しますけれども、やっぱり一番不安を持つのは女性で

すので、女性に本当に安心感が伝わるような発信でないと、非常に不安、増強します。です

ので南相馬市としては４月からはゼロ歳児からの内部被曝もやるんですよ。なぜかというと

1,000人ぐらいいるのです、未就学児で希望者がね。そういう意味からしても、女性が一番や

はり安心感を持っていないと地域の復興には進まないと思うので、このサイト、また東電、

そして国のほうも持っている情報は、これはしっかり公開をして、原因はこういう原因なの
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だというその説明まで丁寧にしていただくとわかりやすいのではないか、定期的な報告は受

けていますが、だから一方的な報告、そうなのかなというふうに納得しろと言わんばかりの

ことなので、あくまでも事故起こらないことは当然だと思いますが、そういうふうに我々が

わかりやすいというか、常時検索しておかしなデータが出たときに、説明を求めたら説明が

できるようなことも含めてお願いをしたいなと思います。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございました。それじゃちょっと

ここで、今何人かの方のご意見いただきましたけれども、ちょっと幾つか事務局や東京電力

のほうから一言ずつ、考えられるような対応とか、そのことについて説明をいただければと

思いますけれども、ちょっと最後のほうに東京電力のデータを常時発信し続ける必要という

こともちょっと話があったので、まずそこら辺からちょっと現状をお知らせいただければと

思います。 

 

○増田東京電力廃炉・汚染水対策最高責任者 東京電力の増田でございます。私、４月から

この廃炉・汚染水対策の責任者として、福島第一の仕事を責任持ってやっていきたいと思っ

ています。どうぞよろしくお願いいたします。 

 今ご指摘いただいたモニタリングポストのデータを含め、データをしっかりと我々がわか

るような形で示す、またご質問があったときには、それがどういうことでどういうふうに異

常なのか異常でないのか、安心できるレベルなのかそうでないのかというのは、しっかりや

はり出していくのは必要だと思います。ぜひ我々も至らないところありましたけれども、そ

こはしっかりと反省してやっていきたいと思います。ぜひデータのほうも常時、先ほど糟谷

さんのほうからもご説明ありましたように、公表というのは徐々に多くなってきていると思

います。ぜひしっかりと我々やっていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 あとはその他の面は。女性のこととか。 

○糟谷廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 チーム事務局長補佐の糟谷でございます。 

 副知事から４点いただきました。女性の視点、それから子供の視点、それからマスコミの

皆様にわかりやすく、それから多言語での対応、全ておっしゃるとおりだと思います。女性

のそのメンバーをどうするか、それから中高生の方々にわかりやすい発信をどうするか、こ

れ、ちょっとこの会議がさらに大きくなるのがいいのか、それともちょっと別の方式も入れ

るのか、ちょっとそのあたり、もう少し何が一番いいか、ちょっと相談をさせていただきた

いと思いますけれども、しっかりと受けとめて、おっしゃるとおりで、これは中高生の方々
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見ても、なかなかわからない資料ばかりだろうなというような、今日のここでやったビデオ

以外は何かそういう資料ばかりだなというふうに、つくづく反省をするところでありますけ

れども、少しでもよりよくなるように努めていきたいと思います。 

 それから、桜井市長からいただきました、データでぼんとはね上がった数値が出たときに、

ちゃんと原因の説明までしてくれるような対応、そもそもそういう数値が出たときに、どう

いうところで受けて、どう対応できているのか、そこからちょっときちっと見直していかな

ければいけないのだろうと思います。今たまたまご存じの方にご連絡をいただいてやってい

たりとか、何かそういうことになっていないかという心配もありますので、システマティッ

クに対応できるようなそういうやり方を、東京電力ともご相談をしながら考えていきたいと

思います。ありがとうございます。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 それじゃ一応また続きまして委員のほうから

のお話をちょっといただければと思います。川俣町の古川さん。 

○古川川俣町町長 川俣町長の古川でございます。 

 この今日の会議でありますけれども、これは今ロードマップの報告に来ています。それを

フォローするという意味なのか、いや、これのほうを見てもどういうことなのかなと思って

私は今日出席したのであります。今意見ということでありますので、まず１点は、その辺も

う少し詳しく教えていただければと思います。何かを決めるのか、今抱えている課題につい

て、国のほうでじゃあ川俣でこういうことをやりますよと、廃炉・汚染水でですね、我々が

何か問題あれば、それについて解決しますと、そういう場にこの場がなるのかどうかという

ことをひとつお聞きしたいことがあります。 

 あと、このコミュニケーション、この件でありますけれども、私どもも報告に来ていただ

いておりますけれども、結局私も言うのですけれども、同じ内容のロードマップ報告、もう

要らないと言ったのね。ということは、来るのはこれもやったけれどもだめだというような

内容に私は思います。例えば汚染水対策のバイパスをつくったけれども、こういうことがあ

る、核種を除去するためにアルプスやったけれども、こういうことでだめだ、今度ラウンジ

ングというのをつくったけれども、ここで起きた、堰はかさ上げしたけれども、ここからま

だ水が漏れたと、そういうことの報告受けます。だめだったことばかりだなというふうに。 

 ただ、４号機の燃料を移すやつは、これが進んでいる。確かにそうだなと思って、そうい

うこともありますが、しかし何か聞いているとそのようなことであります。汚染水の問題が

解決をしていただきませんと、今除染やっておりますが、仮置き場の中で何が問題かといい
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ますと、その水の問題なのですね。仮置き場、安全だ、安心だと言うけれども、水はどうす

るのだ、こうなることで管理しますから雨水は入りません、あとは検査して出しますと我々

に言いますけれども、同じようなこの説明、これやって、これマスコミに流れるとまた対策

ができていないとなると、住民が不安から今度不信になってくるのですね。ですからこの汚

染水問題は大変大事なことなのです。漁業者の問題だけじゃなくて、我々にとっても今除染

に入っている中で、この仮置き場をしっかりと管理をしてやっていくという中でも、またマ

スコミ等でこれが報道されると、仮置き場で大丈夫かということがきますので、その辺も含

めてこの汚染水対策についてはしっかりとやっていただきたいと思っておりますし、報告も

そのようなことでなく、前に向いた報告があればなと期待もしているんでありますが、なか

なか一向に行かないのが現状だと思っております。 

 そんな中で、この廃炉対策等でありますけれども、このＩＡＥＡの英知なんかも結集して

やるのだとよく言われますけれども、何かそれで具体的にそれをやったのかということを私

ちょっと報告受けたかどうかあれなのですが、何かそういったことについていろいろ提言や

提案は受けていると言いますけれども、それをどのようにこの対策に生かしているのか、ま

たその結果がどうなのか、今どのような流れになっているのかというようなことについても

我々にも教えていただければなと思います。 

 この予算も見ておりますけれども、膨大な予算を使っているわけでありますから、その辺

等もしっかりと対応するためにも、また、ある面こういうことなのだよということを教えて

いただければなと思うところでございます。 

 また、先ほどこの協力企業の行っている調整、それにおいてこの対策を立てているという

のでありますが、国、東電の責任、国が責任を持ってやるということでありますけれども、

原子力のメーカーさんがありますよね、そういった民間といいますけれども、単に協力だけ

じゃないと思うのですね、本体をつくっているところだと私は思っているのです。ですから、

そういったところと東京電力さんとの関係はどうなのか、何かの対策についても余り先ほど

から出てこないということは、メーカーにはそういうのを任せてしまっているんじゃないか、

何かそんな印象もちょっと思うときあるけれども、それを今度国が責任を持ってやると。国

はどこを対象にして、じゃあその対策を立てていくのか。本当の意味でのこの企業の協力と

いいますか、一体となってやるということについては、私は本当に大事だと思います。です

が今、報告は受けますけれども、それを生かしてやっているのかどうか、そんな疑問も持っ

ておりました。 
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 以上であります。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございます。それじゃまた引き続

きまして広野町の遠藤さんのほうからお願いします。 

○遠藤広野町町長 広野町でございます。 

 今、広野町は８割の方が避難から戻れない状況にございます。福島県内13万6,000人という

ことで、広野町が今広域的な視点の観点から確かな帰庁を進めていくために、この汚染水、

廃炉についての問題について、これは確かな安全と安心というものを住民の方に届けていた

だきたいというのが全ての願いであります。 

 ただいま、副知事からお話ございましたように、女性はもとより子供たちが確かに保護者

の皆様に受けとめて生活を営むことができるという環境を私たちは受けとめ、自治体として

住民の方に説明していかなければならないということでございます。 

 そこで１点目でありますが、ただいま東京電力よりご説明をいただきました現状、どう対

策をするのか、結果をどのように導くのかということについて、平成27年３月に２ミリシー

ベルト／ｈ、28年に１ミリシーベルト／ｈと、この計画に従って、それは逐一きちっと国民

的なコンセンサスを得ながら、確かな進捗を進めていっていただきたいというふうに考えま

す。 

 ２点目が、やはりその情報は正確でなければなりません。その情報がやはり信頼を得て不

信感の得られるようなものであってはならないということでございます。 

 ３点目ですが、私たちが今もとの生活に戻っていくことについて、さまざまな懸念材料が

山積しております。かかる風評被害というものを食いとめていただくということでございま

す。風評被害は発生を呼び起こしてはならないというふうに考えておりますので、くれぐれ

も安全と安心を獲得することが、もとの生活に戻っていく大きな財産、要因でありますこと

をよろしく受けとめていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございます。それでは、続きまし

て楢葉町の松本さんからお願いします。 

○松本楢葉町町長 楢葉町であります。 

 先ほどから何名かの方からご意見出ました。結局言えることは、これまでよりわかりやす

い情報提供をしてご理解をしていただくということだと思います。冒頭に内堀副知事から女

性、子供、マスコミ、先ほどの話４点ほど出されましたけれども、これは本当にごもっとも

であろうというふうに思います。 
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 そういう中から、１点だけ申し上げさせていただきますが、これはやはり我々もいろんな

角度から情報が入ってきます。非常に難解であります。したがって内堀副知事が中高生に理

解というような話もされましたけれども、むしろもっと下げて、小学生１年生は無理でしょ

うから、高学年あたりにまで理解をしていただけるような報道の仕方が大事なのかなという

ふうに思っております。 

 それと、テレビ報道等にお願いしたいのは、こういう状況を一定時間の枠をとっていただ

いて、例えば30分、１時間はどうかなとは思うのですが、その程度の枠をとってもらって定

期的に流していただく。ポイントは言うまでもなく今の福島第一の状況、それと同時に福島

県全体の復興の状況、これもあわせて報道をしていただければいいのかなというふうに思っ

ております。 

 私からは以上です。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございました。それでは、富岡町

の宮本さんからお願いします。 

○宮本富岡町町長 富岡町です。 

 今回の第１回目の廃炉・汚染水対策の福島評議会なのですがね、私、国は前面に出ると言

ってから、もう半年になるんだと思います。その半年になる間に、本当に国が大きな予算を

廃炉、それから汚染水対策につけていただきました。これって国が前面に出たんじゃなくて、

このお金を本当に10分の10補助金で提供しただけで、国が前面に出ているというふうに見え

ないのですよ。この辺をもっと国が前面に出てやっていますよというものが皆さんお感じに

なりますか。なかなかそれを私も感じられないところであります。 

 そして、東京電力でも今回の汚染水、それから廃炉対策の実効的な対策というものがいろ

いろな計画で順次出てきます。ところが、これ出されるのですがスピード感って全然ないの

ですよ。私ども、本当に汚染水対策、そして廃炉対策というのが私の町が帰還できるか、こ

れから町民が帰還というものには直結してくる問題ですから、これについてはいろいろと情

報の公開というものは大原則ですが、その情報公開が先ほど外野的からもちょっとお話があ

ったのですが、500万ベクレルの報告、これちょっと私はマスコミでしかこの情報はキャッチ

していないのですが、かなりの時間隠蔽されていたような節回しで私どもには伝わってきて

います。 

 こういうものって、東京電力さんだって、最初からそれを隠蔽する気持ちも歪曲してご報

告する気持ちもないのに、そういうことがマスコミから出てくるというのは本当に心外だと
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思うんですよ。そういう意味では情報の公開というもの、やっぱりそれは我々が一番先に目

にするものですから、この辺については事象のあったときにもうすぐにプレスするというよ

うな、昔の東京電力に戻っていただきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございました。それじゃ、ここで

ちょっとまた区切らせていただきまして、またこれまでですけれども東京電力さんのほう、

今回の情報について、ちょっと事実関係。 

○増田東京電力廃炉・汚染水対策最高責任者 ありがとうございます。東京電力増田でござ

います。 

 まず、だめだったことの報告ばかり、もっと前を見た報告をというところ、確かに私ども、

どうしても報告がうまくいかなかったことの、不具合が起こっている、そういう報告が中心

になるかと思っています。ぜひそこをもっとうまくいっていること、前に進んでいるという

姿をやはりごらんいただくのも我々の責務だと思います。それはしっかり心がけさせていた

だきたいと思います。 

 また、海外の英知について具体的には何かうまくいっている部分もあるのかというご質問

あったかと思います。国のご指導もいただきながら海外の研究成果ですとか、あるいは日本

にはありませんが、海外にはこういった放射性物質が非常に多く漏えいしてしまったり、あ

るいは廃炉に向かって、ただ複数のプラントの廃炉とは違うような、ちょっと言葉は悪いで

すけれども、ダーティーな部分での廃炉の作業をやっているところもございます。そうした

ところの知見は非常に多く入れさせていただいております。そうした経験を踏まえて、今、

技術開発あるいは研究技術を適用するというようなことをやっているところでございます。 

 また、協力企業のみならず本当に一体となってやれというところ、おっしゃるとおり我々

やはり今東京電力だけで全てのことができると思っておりませんで、やはり作業をやってい

ただく方々あるいはみんなが福島第一の場所で、みんなが一生懸命、やはり不安を持たずに

取り組むことが大事だと思います。やはり被曝を避けたり、みんなが働きやすくする、ある

いは長く働ける職場をつくるというのは大事だと思っています。ぜひそういった仕組みを今

いろいろ考えております。ぜひご指導いただきながらですが、何とかやっていきたいと思い

ます。 

 あとは、メーカー任せになっていないかというところも、実はメーカーも東芝さん、日立

さんを初め日本のメーカーも、なかなかやはり福島第一のような経験を持っている会社はな
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いものです。やはりメーカーだけでなく、やはりみんなで英知を絞るしかないというところ

では、我々も認識しているつもりでございます。メーカーに任せ切りではなく、我々前に出

てしっかりやっていきたいと思っております。 

 次に、広野町長からいただいた言葉で、27年３月の２ミリ、28年３月の１ミリ、これをし

っかりとやっていきます。またその進捗状況もしっかりとご報告あるいは発信させていただ

くようにしますので、そこを心がけたいと思います。 

 また、不信感のないものの発信というところも、やはりどうしてもちょっと言いわけにな

ってしまうのかもしれませんが、なるべく早く発信するというのを心がけたときに、どうも

我々自身が信頼をしっかりできないデータもそのまま発信して、後でまたこれはこういう意

味でしたという言いわけのようなことが出ているかに思っているところもあります。ぜひや

はりしっかりと発信するときに、我々も信頼できるデータをしっかり発信するということを

やっていきたいと思います。今後ともしっかりやりたいと思います。 

 また、風評被害を防止するというところ、おっしゃるとおりでございまして、先ほど見て

いただいたビデオのような映像も含めて、やはり我々、正しく理解いただけるように、先ほ

どから小学生高学年あるいは中学生という言葉も出ていますが、やはりそういった方にわか

るように、これはなかなか我々がうまくできないのは、やはりついつい正確性を重んじると

細かく細かくというふうになってしまうという、言ってみれば勇気のないところもあるのか

もしれません。やはり小学校、中学校の人が理解してもらうということは、多少は厳密性に

かえてでもしっかりと報告して、その後何かご質問があれば、厳密に言うとこうなんですよ

というのを言っていくというのが大事なのかもしれません。なかなかそこが勇気を持ってで

きないところもあると思います。ぜひ今後ご指導いただきながらのところもあると思います

が、やはり皆さんから出てまいります女性、小学校、中学生といった方々にわかりやすいと

いうところが、我々ももう一歩進んで、ちょっともし間違っていても後でしっかりとまたそ

ういうところがご説明できればいいのだというくらいまで腹をくくってやれればと思います。

ぜひ今後しっかりやりたいと思います。 

 ちょっと長くなってすみませんが、次、楢葉町長からいただいた、そのわかりやすい情報

提供と理解を求めるというのも、まさに同じところだと思います。ぜひご指導いただきなが

らやっていきたいと思います。 

 また、富岡の宮本町長からもいただきましたが、我々にスピード感がないというところ、

ちょっとつらいところがありますが、ぜひしっかりと情報公開しながら、前に向いている姿
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を見せさせていただきたいと思います。正直な話、私の住んでいたところもまだ戻れる場所

ではなくなっておりますので、やはりそういったところも含めて、我々地元の人間いっぱい

おりますので、みんながしっかりと進められるようにしたいと思います。 

 もう一つ、最後の一番大事な隠蔽したと捉えられるというところあります。確かに500万ベ

クレルも、ここで説明すると言いわけになりますので避けますが、隠蔽のつもりは全くなく

て、ただやはりその情報の出し方あるいは我々がどういう形で時間がかかったかというとこ

ろの伝え方も、やはり落差があるんだと思います。こういったところをしっかりと出してい

くようにしたいと思います。昔のすぐにプレスする東電に戻れというところも非常にありが

たいお言葉でございます。何とかそういうふうにできるように頑張っていきたいと思います。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○糟谷廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 まず、古川町長さんからこの場をどういうふ

うにしていくのか、何か物事を決定するのかということでありますけれども、あらかじめ何

を決定する場とか、何かそういう枠をはめているものじゃございません。中長期ロードマッ

プも今後どこかのタイミングで見直すことになりますが、それを見直した際には、その見直

す前にいろいろと皆様とご意見を伺いながら、それで反映できるものは反映をした上でしっ

かりと行っていきたいというふうに思っております。 

 少なくとも、今日のところは廃炉、それから汚染水対策についていろいろやっていること

がよくわからない、それからやり方がなかなか安心ができない、そういうご意見が全般的に

いろいろおありになるということはよくわかっておりますので、そのあたりを具体的にお伺

いをして改善点を見つけて、少しでもよくしていきたいというところで、今日はスタートし

ております。そういう意味で枠をはめるものじゃ決してありませんし、今日時間の枠もそう

ですし、廃炉・汚染水対策ということであれば、いろいろとご意見をいただいて対応してい

きたいと思います。 

 それから、だめだったことばかり述べるという点については、やはりできることをもっと

増やしていかなければいけないという、できたことをもっと増やしていかなければいけない

というふうに最後は尽きるのだろうと思います。他方で、現状で言いますと先ほど少しお話

ありましたアルプスについて３系列、今のタイミングでは全部動いております。ただ62核種

全部が検出限界値未満になるという計画で始まったものが、ヨウ素、ルテニウム、コバルト

など４核種が、まだ検出限界値以下にまで下げられていないというところでありまして、そ

この実験室レベルでやりますと、活性炭等を入れるとそれも何とかもっと下げられそうだと
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いうことで、それを実際に活性炭等で除去するタンクを１個加えてやるという実験を今やっ

ているところであります。 

 まだまだこういう課題がありますということを話しがちでありますけれども、できたこと

はできたことで、このことができたと。ただ、もちろんそれができなかったことを言いわけ

するとか隠すことになってはいけませんが、できたこと、できなかったこと、両方ともしっ

かりとお知らせできるように、また、よりわかりやすくお知らせできるように努めてまいり

たいと思います。 

 それから、海外の英知、一体どこにどういうふうになっているのかということでございま

す。780件の情報提供をいただきました。そのうち大体３分の１が海外から英語で寄せられた

情報であります。これは補助金の採択とかそういうものじゃありませんので、どれがよくて

どれがよくなかったとか、そういう使い方はしておりません。寄せられた情報を全部体系化

しまして、今後、問題、課題にぶつかったときにどういう技術があるかということを、その

中からひもといて、できることを順番に試していく、そういういわば索引というかインデッ

クスというか辞典のような使い方になるという意味で、非常に780件のデータ、一件一件の全

て、意味のあるありがたい情報提供があったというふうに思っております。 

 ただ、それが単に参考資料にだけなっているということじゃありませんで、例えば寄せら

れた情報の中には、港湾の中の海水を浄化するためのいろんな技術とかそういうものもあり

ます。これについては一つ一つちょっと試してみて、どれぐらい除去ができるのかというこ

とをちょっとやってみようという動きになっております。 

 それから、また去年の夏、タンクから300トンの水を漏らしてしまいました。それは漏れた

ところの土壌は除去しましたけれども、まだ中にしみ込んでいるんではないか、それがどん

どん海の側に行くんじゃないか、そんなことを言われております。これについても土の中で

ストロンチウムを取り除く壁のような膜のような、そういう技術を提案をいただいておりま

すので、これを実際に施工するということで工事に今入っているところであります。 

 そういう意味で、780件全てが全て現場に実施ができるものじゃありませんけれども、でき

るもの、それからもしくはできそうなもの、これについて現場で実際に施工し、または少し

技術的な実証確認が要るようなものについては確認をするということを、これから取り組ん

でいくところであります。今度ちょっと改めてそのあたりの整理をして、わかりやすく、ど

んな形でどうなっているのかということを、次回の会合にてお示しできるようにさせていた

だきたいと思います。 
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 それから、宮本町長さんから、国が前に出ている姿が見えないというご指摘をいただきま

した。これも我々、本当に反省をして、もっとやっていかなければいけないと思いますが、

他方で我々、国がこんなことをやっている、やっているということをアピールするというこ

とよりも、結果を出して、つまり汚染水の対策、しっかりと結果を出して地元の皆様にご安

心をいただけるような、そういう結果が出ることが最大の目的だと思っております。その意

味で国の姿が見えようが見えまいが、早くご安心いただけるような結果が出ることが最大の

目的であろうというふうに思っているところであります。 

 とはいいながら、どんなことをやっているかということをもう少し申し上げさせていただ

きますと、基本的な方針を決めるということを申し上げましたけれども、それ以外にどうし

ても現場では目先の大きな問題への対応に追われがちな中、国内のいろんな専門家の方々に

集まっていただいて議論をして、問題は起きていないけれども潜在的にどんなリスクがある

かということを洗い出し、そういう問題に対応するためにはどんな対策が必要かということ

をまとめて、去年の12月に、これをやりましょうということで提言をし、まとめたわけであ

ります。 

 それから、予防的、重層的な対応策、どうしてもやっぱり現場では一つの問題が起きると、

その問題に一つのやり方で対応するというところで、どうしても手いっぱいになりがちなと

ころを、一対策がうまくいかなかったときのことも想定をして、重層的な対応策をやってい

くというようなところをまとめたところであります。 

 それから、現地の事務所で、事故の後は東電に指示を出して、東電から報告が上がってく

るのを待つというそういうやり方になりがちでありましたけれども、そういう東電に指示し

て結果を待つというようなやり方ではなくて、問題が起きているとすれば、それに現場に入

っていって、一体何でその問題が起きているのかということを共有して、東電の人々と一緒

に現地事務所で考える、そういう仕事のやり方に切りかえをしてきているところであります。

まだまだ見えにくいということ、それからまだ汚染水対策も含めて最終的な結果が出ていな

いという意味では言いわけのしようがございませんが、少しでも一日も早く、国のやった結

果こうなったというふうに言っていただけるように取り組んでいきたいと思います。 

 それから、国がやっている対策の一つとして現地調整会議というのがございます。赤羽副

大臣がヘッドで、月に１回、Ｊビレッジで関係省庁、全部の関係者と、それから東電の現場

の責任者の方々に集まっていただいて、いろんな対策の進捗状況、それから何がうまくいっ

ていて何が遅れているのか、遅れているとしたらその原因は何か、そのあたりをずっと議論
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をしてきております。これも最初は２時間の予定が３時間ぐらいの会議でしたが、４回目ぐ

らいからは５時間余りかかるような会議になりましたけれども、とにかく現場で起きている

ことを全てそこで出してもらって、けしからんと、国が別のところから東電を怒るとかそう

いうことじゃなくて、一緒になって問題を解決する。うまくいかなかったら、国も東電と一

緒に批判を受ける、そういう心構えでやっている対応の一つでございます。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございます。それでは、続きまし

てまた次のお話をお聞かせいただければと存じます。川内村の遠藤様。 

○遠藤川内村村長 ありがとうございます。川内村です。 

 情報提供、それからコミュニケーションについて２点ほど質問させていただきます。それ

からもう１点は（２）の廃炉・汚染水対策、僕ちょっと中座せざるを得ませんので、この（２）

についてもご質疑させていただきたいと思います。 

 実は、情報伝達なのですが、今、規制庁から何かトラブルあると必ずメールのほうに情報

が送られてきます。ただその情報が重要度はどのくらいかということは、正直、僕の能力で

は判断できません。 

 もう一つは、それから、じゃ住民にタイムリミットと言いますけれども、どう伝達するか、

ここを非常に危惧しています。定期的に広報紙や、それから東京電力からのいろんなサイト

の情報をいただいて、月１遍は広報して一緒に流したりしますが、問題は時間が迫っている

ようなとき、万が一の場合、こういう伝達のほうはどうするのかということです。正直、村、

僕に情報をいただいても、それをじゃあどう住民に知らせるのかというところが非常に悩ま

しいですね、危惧しています。 

 具体的に、例えば電光掲示板があって、耳で聞くよりも目で確認するということも、ひょ

っとしたら一つの方法なのかもしれません。それから２つ目は、数多く懇談会やっています

と、やはり国あるいは環境省の情報、それから東京電力の情報をやはり住民の人たちに伝え

てきていました。ところが中にはこういう質問をされるのですね。現場で働いている作業員

はこう言っていたというような情報です。これはきわめて我々にとっては説得力があるのか

というふうに思います。同じような意見ならばいいんでしょうけれども、同じような状況が

説明されればいいのでしょうけれども、やはりそこで食い違う、乖離がある場合はどう判断

したらいいのか。多分、作業員が全て同じ情報を共有しているというわけではないと思いま

す。捉え方によっては正反対の情報を所有しているということも考えられますね。それが住

民のサイトに説明されると、やはり住民の人たちは目の前で作業している作業員の意見にど
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うしても耳を傾けてしまうということなのです。なかなか難しい問題ですけれども、今帰還

を目指そうとしている川内の住民にとっては、情報が錯綜しているのが一番今心配している

ところです。 

 それから、廃炉に向けたという対策、この意見を言わせていただきます。実は先ほどの南

相馬の桜井さんと重なるんですが、僕のところに京都大学から里山の放射性物質の移動とか、

それからガラスバッジにある健康の被害の被曝の状況とか、そういったものを調査していた

だいて丸２年になります。この間、実はその結果を発表する機会を得たのですけれども、そ

の中に一つだけ気になることがありました。これは桜井さんも言っているのですけれども、

実はあるタイミングで、ぴょこんと空間線量が上がるのですね。そのタイミングが、どうも

現場の作業と重なるような状況が生まれてきているというようなことでした。それほど高い

数値ではありませんけれども、実は廃炉に向けて先ほど指摘された舞い上がりという部分に

ついてはきわめて熟慮してほしいなと、慎重に検討してほしいなというふうに思いますね。

廃炉に向けては一度覆いをとらなくてはいけないということで、先ほど東京電力さんからも

説明ありましたけれども、そういうタイミングでどう防止策を講じていくのか、ぜひ安心で

きるようなものを示していただきたいという、以上３つです。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 それでは、引き続きまして大熊町の渡辺さん、

お願いします。 

○渡辺大熊町町長 大熊町長の渡辺です。 

 皆さんお話しされましたので、大体問題点とか今後の方針については重複するところが多

いですが、私からは１点だけ絞られますけれども、事故からもう３年間が経過しようとして

おります。本当に今、帰還という大事な時期に来ていまして、発電所の廃炉あるいは汚染水

対策というのが、大変帰還に向けても大事な問題となっております。本当に帰れるのかなと、

帰りたいんだけれどもというような形でトラブルや、汚染水については本当に一喜一憂して

いる。うれしいような情報があると、いや、町長、これで帰れるかもしれないと喜びますし、

また暗いニュースがあると、もうあきらめざるを得ないのかなと、実際そんなような状況に

あります。 

 ですから、これは事故発生直後から我々お願いしているのですけれども、もっとわかりや

すく、一般の町民の方というのはマスコミを通じて状況を知るというのがほとんどですので、

もっとわかりやすく、皆さんが理解できるような形で取り組んでくださいというのは、発生

直後からお願いしているんですけれども、どうも事柄だけに専門的な用語を使わざるを得な
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い、またどうしてもわかりにくいというのが現状だと思いますが、その辺はもっと工夫して、

もっと努力をしていただいて、理解できるような情報提供に努めていただきたいと思ってい

ます。 

 それから、今、川内の村長さん言われたのですけれども、状況というのは大熊町の場合も

一般の町民の方がサイトに入りまして、現場で事故の収束に当たっている方がたくさんおら

れます。その人たちがやっぱり自分たちで見たのだけれども、あそこは傾いているとか、そ

ういう情報が流れてくるのですよね。そうしますと、本当に事実ではないと思うんですけれ

ども、一般の町民の人は、こういう現場で働いている人が言うのだから間違いないよとか、

全てではないのですがそういう不安をあおるとか、それがもし拡大をしたらこれは大変なこ

とですけれども、そういう点では電力と現場で働く人たちが情報等についても一体となって

共有して正確な情報を伝えていただきたい、そんなふうに思っております。 

 それから、事故のいい点というのは余り伝わらないのですよね。悪い点だけ強調されると

いうような形で、現実にいろいろ前に進んでいるというような状況もわかるのですけれども、

そういうのはなかなか報道されなくて、トラブルとかいろんな情報隠しに似たような形で数

字がぼんと踊ってくるというようなこともありますので、そうしますと事故の収束に向けて

も前に進んでいるというよりは、むしろ後退しているのでないかと、一般の人はそういう受

けとり方が多いですので、これ重ねてお願いですけれども、しっかりした情報、あと前に進

んでいる情報と問題点、あるいは悪いところというのも本当に包み隠さず、正確な情報を迅

速に伝えていただきたい、そんなふうに思います。 

 以上です。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございます。それでは双葉町の伊

澤町長、お願いいたします。 

○伊澤双葉町町長 双葉町長の伊澤でございます。 

 私のほうからは、今までほとんどの方がお話をされたので、ちょっと違った観点のほうの

話をさせていただきたいと思います。これはあくまでも私の個人的な考えなのですけれども、

今起きているいろいろな東京電力発電所の事故に関しまして、今ちょっと思いつくまま書き

出してみたんですけれども、まず１号機から４号機までの廃炉の進捗、多核種除去装置の故

障等の問題、港湾の汚染水の状況、地下水の汚染、またそれにかかわる凍土壁の進捗、汚染

水タンクのいろいろな汚染水の漏れ、高線量瓦れきの仮置き場等々いろいろな問題があるわ

けですね。そういった問題が本当に雨後のタケノコのように起きてきている状況に対応しな
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くてはならないということは、非常にこれ困難なことだというのは理解できます。 

 しかし、そういったものを対応するのは誰なんだろうということを考えたときに、やはり

人なんですね。作業をしている人たちだということをまず一番重点的に考えなくてはならな

いだろうと。そういった中で、作業をしている人たちの今どういうふうな気持ちで働いてい

るのだろうというふうに私なりに考えてみますと、やはり東京電力の社員であるならば、加

害者でありながら被害者だという非常に矛盾した状況に置かれているという人が、かなりの

数おられるわけです。そういった中で、彼らがなぜ今この危険な状況で作業をしながら原発

の収束に向けて頑張っているのかということを考えますと、やはり使命感、モチベーション

なのかなという感じはします。しかしそれに関しても限界があるだろう、非常に危険で大変

な状況に置かれている中、特に被曝管理とかそういったものに関しまして、線量がオーバー

してしまうと現場に入ることができない、そういったような状況に置かれているわけです。

そうすると現場の仕事に習熟した人たちが少しずつ減っていってしまう。今現在でも社員の

退職の歯どめがかかっていないと伺っております。 

 そういったような劣悪な作業環境の改善ということを、やはりまず直近に考えていくべき

じゃないかと、そういったもので改善点としていろいろな作業環境の改善ということで、先

ほど休憩所とかそういった給食センターとかそういったものも出てきておりますが、それだ

けで果たしていいんだろうかというふうな考えを持っております。そういった人たちが劣悪

な状況で働いているということに関して、まず自分たちの誇りを持てるような状況をつくっ

てあげることも必要だろうと。そういったことで、その人たちが長く安全な状況で働ける環

境というのは、まず被曝を徹底的に管理して被曝をすることを防ぐということに尽きると思

います。 

 また、その劣悪な危険な状態で働いている人たちは、やはり人間ですので生活しなくては

なりません。そういった中、報酬削減、給料削減といったことが果たして適当なことなんだ

ろうかと。幾らモチベーションがあって使命感があって頑張ろうという人たちであっても、

これは続かなくなってしまうと思います。そういったことも改善するべき点じゃないのかな。

いわゆる習熟した作業をする人たちが少しずついなくなってしまうと、新たな人たちを補充

しなくてはならない。そうした場合に、そのベテランのなれている人たちの作業に果たして

能力的にどの程度までレベルアップできるかと、そういったことが非常にこの作業を困難に

しているんじゃないか、そういうふうな考えを持っておりますので、できればそういったこ

とも含めて改善するべきだろうと、そういうふうに私個人として思っておりますので、ぜひ
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ご検討をいただきたいと思います。 

 以上です。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございました。続きまして、浪江

町の馬場町長、お願いいたします。 

○馬場浪江町町長 浪江町長の馬場有です。 

 先ほど、いろいろ説明がございました。またメンバーの方からいろんな質問がございまし

たけれども、私のほうからは先ほど全体的に説明を受けた点について、５点ほど質問をさせ

ていただきたいと思います。 

 敷地内に保管している汚染瓦れきの早期処理、また取り出した燃料の最終処分場へ早期に

移動すること、それに伴って最終処分場を早期に選定していただきたいということです。私

どもは住民の帰還を目指して、除染、ライフラインの復旧など事業を進めております。住民

が帰還して安全・安心に暮らすためには、周辺に影響が及ぶ汚染された瓦れきあるいは燃料

の移動が重要となってくるということからでありますので、ぜひこの最終処分場、それを早

期に選定していただきたい、そういうことであります。 

 それから、２つ目です。２つ目は、先ほども説明ありましたけれども、汚染水の海への流

出あるいはトリチウムを含む水の海洋への放出に関して、徹底した検査と管理を行った上で

必要な対策を講じていただきたいということです。私どもは平成27年度において漁港の復旧

が見込まれております。それが完了した際には、漁業再開のための試験操業を行うこととな

りますので、再開し復興に向けて取り組む漁業関係者の心を折らないためにも、徹底した対

策を求めるものであります。 

 また、ストロンチウムなどの分析についても、東京電力では問題を昨年７月に把握してい

たにもかかわらず、つい最近になって公表するに至った点などを見れば、分析品質あるいは

分析結果のことについて、全てにおいて疑いの目を向けざるを得ない。したがって情報の開

示、これは徹底的にすべきであると思います。 

 それから、３点目、汚染水などを保管しているタンクについて漏れなどを早期に発見し、

構外に漏れることなどがないようパトロールの対策強化をしていただきたい、そういうこと

であります。今まで全てのこの汚染水対策の問題にしても、いろんな問題に対しても、応急

的な処置でやってきているという状況が見込まれます。見えています。したがって恒久的な

施設、廃炉については30年、40年かかると言っているのでしょう。だからやっぱり恒久的な

施設整備、そういうものをしていかなくてはならないと考えています。 
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 ４点目、今後30年から40年かかるとされる廃炉作業について、しっかりとした要員の確保

と技術の継承、人材育成を東京電力のみならず国も積極的に関与して取り組んでいく。１Ｆ

における廃炉作業には、新たな技術の確立と、その技術を継承して人材を育成していくこと

が重要と考えられます。またその作業にかかわる要員は、現時点ですら１日約3,500人に上っ

ておるわけです。多くの要員が必要となる中、その作業にはミスを許せない慎重なものが多

く、要員の資質あるいは教育も含めて、しっかりとした体制を構築すべきであるというふう

に考えております。 

 最後に、住民帰還に向けた廃炉作業における安全性の担保と廃炉作業の可視化、見える化

ですね、透明性が住民には必要と考えておりますので、先ほど来から問題になっております

情報の公開のあり方については速やかに、そしてわかりやすく正確に住民の方々に知らせる

べきであると考えております。 

 以上５点です。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございました。それでは、次は飯

舘村の菅野村長、ちょっと時間の制約もあるとうかがっておりまして、すみません、ちょっ

と回答は後になりますけれども続けて。 

○菅野飯舘村村長 飯舘村長の菅野です。 

 今回第１回ということで、廃炉・汚染水対策ということで開かせていただいたわけであり

ますけれども、まさに不安の元凶がここであり、あるいは復興がなるかなさないか、多分こ

こがどうなるのかということで、こういう福島評議会を開いたのだろうというふうに思って

いまして、私は開いたことに関しては高く評価をさせていただきたいというふうに思ってい

ます。 

 それで、この資料を見させていただいても、副知事からあったように私は全くわかりませ

ん、正直言って。でも多分私だけではなくて、100人いれば98人まではわからないだろうとい

うふうに思っています。ですからそういう意味で、まさにもうちょっと考えなければならな

いだろうというふうに思っています。 

 それについてまたお話ししますけれども、実はこの事故は人災です。ずっと私は言い続け

てきましたけれども、東京電力さんのほかの電力もそうなのかどうかわかりませんけれども、

危機管理の甘さと、俺たちが日本の経済を担っているというおごりの何物でもなかったわけ

でありますけれども、いざここに来て、まだそういうものを引きずっているとは私は思って

いません。それなりに精いっぱいやっているのだろうなということです。ですからいろいろ
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新聞などで、今度また何になった、何になったということでありますけれども、少なくとも

いまだかつて絶対ないと思っていたことがなったわけでありますから、なかなかそう全てパ

ーフェクトにいくなんていうことはないのだろうな、先ほど双葉の町長さんが言ったように、

多くの人たち、3,000人なのかどうかはわかりませんけれども、その半分以上は福島県人が必

死になって何とかしようと思ってやっているわけでありますから、何か起きるごとに大騒ぎ

をして新聞記事を大きく出しているという話でいいのだろうかと私は思っています。 

 ですから、まさにこの廃炉・汚染水対策が全ての全てではあるのだろうし、特に近い方は

まさに我々以上に真剣な問題だというふうに思っているのだろうと思うのですが、どうして

もこの廃炉・汚染水対策というところで突っ込みますと、なかなか中学生程度、小学生程度

というのは難しいのではないかというふうに私は思っています。ですから、もうちょっと切

り口を変えて、もちろんこれはやらないというわけではありませんけれども、例えば先ほど

言いましたように、何千人の方の福島県人が現場で必死にやっていますよと。いわゆる場合

によってはその人たちの許可は必要なのかどうかは知りませんけれども、働いている姿とか、

あるいは声も、いい悪いはあるかもしれませんけれども、そのどちらもやっぱり情報を出し

たり、あるいはチェルノブイリ、今までみんなやっていますけれども、多分私はこれもわか

りませんけれども全然違うのだと思います、あの爆発と日本の爆発は。そういうものをやは

りきちんと国民に出していく、あるいはリスコミとか、あるいはこの原子力発電はどういう

ことから成り立って、起きたときにはこういうことがあるのだというリスコミにしろ、ある

いは場合によっては、これからこの原発から何を私たちは学んでいかなければならないのだ

ろう、もっと便利に、もっと豊かにということで、相変わらずアベノミクス的なことだけが

日本を救うという話でいいのだろうかというところを、小さな子供には子供なりに、大人な

りにやはり言っていくということが、私はこの廃炉・汚染水対策につながるのではないかと

思っています。 

 ですから、当然やらなければなりませんけれども、どう考えてみても、この廃炉・汚染水

対策の構造を言っている限りは、みんな私は理解できないし、余計不安が募るだろうという

ふうに思います。ですからここが大切だということをもっと別な角度から私は言うべきでは

ないかというふうに思っているということであります。ぜひそういう意味では、少なくとも

精いっぱい頑張っている人たちの環境整備なりなんなりして、一日でも早く、少しでもしっ

かりとした対応をしてもらうようにしていただきたい。 

 今言ったのは、実は国も加害者ですから言いづらいだろうと思うんです。例えばチェルノ
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ブイリとここの違いがどうだとかこうだとかというの。あなた、加害者なのに何言っている

のと国民から言われますけれども、少なくとも国民につらい話もやはりきちんとしながらや

っていくというのが私は国の責任だと思います。ただただ金を出していく、責任をとります

というだけが私は全てではないと思っています。つらいこともやはり言いながら、何とかこ

こはみんなで知恵を出し、協力をして、少しは我慢をしながらやはりやっていきましょうと、

福島の復興をしましょうということが私は国の責任だと思います。ただただ廃炉に責任をと

ってお金を出します、いや、除染にお金を出しますという話だけではないだろうと思います。 

 以上です。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございました。それでは今数名の

方からいただきましたコメントにつきまして、じゃあまず東京電力から。 

○増田東京電力廃炉・汚染水対策最高責任者 ありがとうございました。東京電力増田でご

ざいます。 

 川内村遠藤村長からいただいた、我々が出している情報あるいは国から出していただいて

いる情報と作業員が言っていることは違うんじゃないかというところが聞こえてくるという

のがあります。これはやはり我々が作業をやっている方ともっと一体となっていないといけ

ないというところなのだと思います。やはり作業をやっている方は全体の中の一部を一生懸

命やってもらっているというところもあって、全体が見えない方もいるかもしれませんが、

逆に我々がそういう方に今どういうことが起こっている、この発電所の構内で作業をしてい

ると危ないのか危なくないのかも含めてしっかり言ってあげないと、あるいはわかってもら

わないままで仕事を続けてもらっているのはまずいということにつながっているんだと思い

ます。ぜひこの４月から廃炉に関するこの組織をしっかりとつくって、発電とは違う廃炉に

みんなでしっかりと取り組もうという、先進して取り組もうということを決めたわけですか

ら、その中で再度やっていただいている方々としっかり構内の状況も共有しながら、しっか

りと安全に安心して作業をしてもらえるようにしていきたいと思います。その言葉がずれて

いるというのは、そこがうまくいっていないことのあらわれだと思います。そこをしっかり

やりたいと思います。 

 また、もう一ついただいた、これは空間線量の上昇が現場の作業と関連している、まさに

実際そうだったのだと思います。我々やはり今までの原子力発電所を運転していたときと今

の状況で、外に与える放射性物質の影響とか空間線量の影響はかなり大きく違っているとい

うところの認識がまだまだ足りないのだと思います。やはり現場で行っていることが周囲に
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どういう影響を与えるのかをもっとしっかりと見ること、あるいはしっかりと自分たちが監

視することもやりながら、ぜひ皆さんに安心していただけるように、もし我々の作業に基づ

いて何か変化したのであれば、それをいち早く伝えるということもやっていきます。ここも

今までにはちょっと経験のなかったところがあって苦手だと思いますが、しっかりとやらせ

ていただきたいと思います。 

 次に、大熊町長からいただいた、やはりわかりやすく、３年たって帰還が大事な時期とい

うのも、一喜一憂につながるというのはおっしゃるとおりだと思います。我々、一喜一憂、

皆さんにしていただかなくていいように、やはりわかりやすい情報の提供と、これはどうい

う観点で心配だけれども、どういう観点から見たら安心だとか、そういったところも一つ一

つ加えて発信できるようにしていきたいと思います。また、やはり良いほうの発信もするよ

うにというふうなお言葉もいただいたと思っています。やはりこの点がうまく進んでいます

というのも含めて、しっかり発信させていただきたいと思います。 

 双葉の伊澤町長からいただいた非常に多くの問題があるという点も、まさにそのとおりで、

次から次にいろんな問題を露見させて皆さんにご心配かけているのも、重々、我々反省しな

くてはいけないところだと思いますが、やはりその中で温かいお言葉をいただいたように、

我々も一緒に働いている作業員あるいは我々の所員も、みんなが働きやすい場所にしないこ

とには、この後30年、40年、もっと長い間もたなくなってしまいます。ぜひそこをしっかり

とやっていくように、誇りの持てる状況というのもなかなか難しいかもしれませんが、まず

は環境の改善からしっかり取り組んでいきたいと思います。また、みんなが働く上で被曝の

低減とかいうこともできるようにしていきたいと思います。 

 また、技術継承とかスキルアップも、これもやはり先ほどと同じで、今までの発電所でや

っていた技術継承とか発電所で行っていたスキルとはまた違うスキルを求められているとい

うことにつながりますので、やはり教育訓練を含めて作業をやっていただく方々、あるいは

東京電力の社員も含めて、みんながしっかりと安心して働けるような能力を持てるように頑

張っていきたいと思います。 

 浪江の馬場町長からいただいた中の、我々やはり汚染水の海への流出のところのトリチウ

ムの管理ですとかストロンチウムの分析、これもやはり我々のところで手抜かりがあったと

いうふうに思います。これも500万レベルにつながる話のところはちょっと言いわけはやめま

すけれども、ぜひしっかりと情報を開示して、あるいはしっかりと分析ができるような体制

を整えたいと思います。 
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 また、敷地内の瓦れきの処理に関しましても、やはりしっかりと外に迷惑をかけない、あ

るいは我々の持っている多くなってきた瓦れきの減容も含めていろんなことを考えて、しっ

かりと瓦れきを我々安全に保管できるようにしていきたいと思います。 

 また、タンクの漏れのパトロール強化のお話もいただきました。やはり今まで我々この３

年間が応急的なもので、対症療法でやってきたのはおっしゃるとおりのところはあると思い

ます。恒久的にやはり大丈夫なように、今までの原子力発電所だったら多少漏れたとしても、

その後、外に出るまでには何重にも壁があったわけですが、今回はそういったものがなく、

漏れた瞬間に海へ出るということでご心配をかけたところが多々あったかと思います。やは

り我々、恒久的な設備に変えていく、あるいはちょっとやそっとのことではがたがたしない

で済むような設備に変えていくというのをやっていきたいと思います。 

 もう一ついただいた30年から40年の廃炉作業の要員の確保の人材育成、これもまさに双葉

の伊澤町長からも同じ言葉をいただいたと思いますが、やはり長い期間、我々これに耐えら

れるような人を養い、人を育てるというのも、今回の新しい廃炉に傾注した、廃炉を中心に

考える会社でしっかりやっていきたいと思います。 

 飯舘の菅野村長からいただいた何千人が働いているその姿、声を情報として発信していく

のも大事だろうという言葉を頂戴しました。我々はやはり地元の方が約５割働いているわけ

ですから、その方々と一緒にどういうことを今やっているのかというのを外に見えるような

形で、何とか出していけるように頑張りたいと思います。 

 また、廃炉・汚染水対策がいかに大事かというのも、もう少しいろんな角度から自分たち

がやっている作業の状況だけでなく、どういう観点から何をやっているんだというのもわか

るような形をとれるように、ちょっとここは頭をもう少し使っていきたいと思います。 

 あとは、100人中98人が資料わからないぞというお言葉をいただきました。ぜひやっぱり皆

さんから同じ意見をいただいていると思いますので、やはりちょっと勇気を持って、ちょっ

ともう少しわかりやすさに心がけて、多少正確さを犠牲にしてでも、やはりわかりやすくと

いうほうに心がけるというのもちょっと考えながら、皆さんと検討させていただければと思

っております。 

 以上でございます。 

○糟谷廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 廃炉・汚染水対策チームの糟谷でございます。

重複しない点、２点だけちょっと申し上げさせていただきます。 

 まず、作業員の方の環境なり作業員の方々のご意見、見方についてでありますけれども、
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これは東京電力なり元請の各社が、それぞれ作業員の方々とコミュニケーションをとるだけ

じゃなくて、それを補うというのは国ができることの一つだろうと思います。去年の11月８

日に緊急安全対策を東京電力でまとめる前にも、いろいろと本当にタンクからの汚染水の漏

れについて、どうしてこんなことが起きるのかというようなミスが相次いだことがありまし

た。このとき我々は我々で元請企業なり、それから作業員の方と、直接どういうことが起き

ているかとお話をお伺いをし、その中からこういうことを改善すべきじゃないかというよう

なことを東京電力に対しても伝えて、それを受けて11月８日の対策につながったもんだとい

うふうに考えております。 

 引き続き、作業環境の改善、これについて国としても問題意識をしっかり持って、直接作

業員の方々とのコミュニケーションをとる努力を続けながら、現場の使命感、モチベーショ

ンがしっかりと維持できるように努めてまいりたいと思います。 

 それから、瓦れきなり燃料の最終処分の問題です。これは通常の廃炉を行った後の使用済

み燃料のその後の最終処分の場所についても、まだつくられていない状態でありまして、こ

れは本当に国の責任で見つけていかなければいけないというふうに考えております。 

 福島の溶けた燃料の場合、そもそもどういう性状であるのかというのをちゃんと分析をし

た上で、どのような処分の仕方が適切なのかということを2020年ごろをめどに結果を得てい

くということが、今の中長期ロードマップの記載、決定事項であります。そういうことも含

めて、汚染水は国がやるけれども、この最終処分の問題を国がやらないのか、そういうご心

配、ご懸念、ご不安が生まれないように、引き続き時間がかかる作業でありますけれども全

力で取り組んでいきたいと思います。 

 それから、菅野村長の国の責任の果たし方についてのご指摘、肝に銘じて行いたいと思い

ます。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 それでは、一応この会議が始まりまして２時

間ちょっと過ぎたような状態でございますので、ここでちょっとお休みをとってトイレ休憩

ということでしょうけれども、４時半、15分ちょっと後に、またこの会議を再開させていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。お疲れさまでした。 

休憩 午後 ４時１４分 

再開 午後 ４時３０分 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 それでは、時間になりましたので、また再開

をさせていただければと思います。 
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 先ほど情報提供やコミュニケーションの改善ということにつきましてご意見をいただいた

ところでございます。若干、お話させていただく順序ちょっとこちらのほうで勝手に変えさ

せていただきまして、先ほど来、女性という話も出てまいりましたし、今度は逆に蜂須賀様

のほうからまずお話を聞かせていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○蜂須賀元国会事故調査委員会委員 大熊町の蜂須賀です。よろしくお願いいたします。 

 今、副知事のほうからもうちょっと話しろという許可を得ましたけれども、各町長さんの

ほうから全て出尽くしたなと思っております。菅野村長さんの意見がすごく私に似ているな

と思っております。 

 ここで今、私の名前を言いますと、国会事故調査委員会委員なんて書いてあるので、その

中からちょっとやらせてもらうと、今は菅野村長さんが言っておりましたとおり、人災とい

う言葉で私たちやらせていただきましたけれども、それととりこという言葉使わせていただ

いておりました。今まさにだんだんとそのとりこになりつつあるのかなというふうに一人の

被災者として見ております。なぜならば、いろんな発表をするときに、やはり隠しているこ

とが多く出てきているのかなと思っております。 

 先ほどから私たち町民が情報を知るのは報道、新聞、テレビ、そういうところからしか情

報が入ってきておりません。難しい言葉ということが再三使われておりますけれども、それ

も致し方のないことかなと思っております。しかしながら、２年半、３年近くになりますと、

シーベルトという言葉にもなれ、ベクレルという言葉にもなれております。毎日天気予報の

後から流れている放射線の線量、あれは私たちの孫、子供、すごく耳の中に入ってきており

ます。先ほど来、楢葉の町長さんがおっしゃったと思うんですけれども、よく県政トピック

スみたいな、土曜日、日曜日やっておりますけれども、ああいう方法で、やはりみんなにわ

かりやすい、絵のついた説明の仕方をしていくのも一つの方法かなと思っております。 

 また、今日副大臣来ておりますけれども、国が前に出る、国が前に出るとよく私たちの耳

に入ってきております。しかし、国が前に出るということはどういうことなんだろう。先ほ

ど、前回渡されましたこの資料の中に、一番私が気になっているのが、この特定原子力施設

という、福島第一発電所がそういう言葉で位置づけされているということを最近知りました。

これは新しい法によって、この原子力をとめていくというか廃炉にしていくというか、動か

すというか、そういうふうな方向になっていくみたいなのですけれども、この言葉すら私た

ちはわかりません。 

 ある会議のときに東京電力さんのほうに質問しました。地震対策はしております、電源装
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置は置いてあります、何はしてありますといいますけれども、じゃ津波対策はどうしている

んですか、津波対策はクリアしているのですかと聞いたときに、いや、津波対策はこの特定

原子力施設ですので、原子力規制委員会のほうからはそこまではというふうなお話が出たん

です。それはおかしいのでないか。この事故が起きたのは地震・津波というふうに政府も大

きな声で言っているにもかかわらず、今、目先の置かれている作業に、汚染水とかタンクと

か、そういうのに追われて、今から起こり得るリスクに関しての、福島第一発電所に対して、

一つも私たちに、何の発表もしていないのかなと。町長さん、村長さんのほうにはそういう

ふうなことがいっているかもしれませんけれども、私たち町民には来ていないと思います。

私が知らなかっただけなのかなとは思いますけれども、ですので、今、福島第一発電所はこ

ういうふうな立ち位置で、こういうふうなことで規制委員会も規制庁もこういうふうな干渉

しているんですよ、それが国が前に出て私たちに説明する責任のあることではないのかなと

思います。 

 知らなかったのが恥なんだか、教えてくれなかったのが恥なんだか、それはちょっとわか

りませんけれども、いろんな英知を集めてやるというふうなお話がありましたけれども、日

本の国民性は、いいよ、できるから、俺たちだけで大丈夫なのだというのが今まで、震災の

ときも外国から、いろんなところから支援がありましたけれども、それさえも断っていたと

きがありました。あのとき多くの外国の人たちから支援を受けていたならば、ロボットでも

何でもいい、受けて、人の助けももらっていたならば、もっと違う方向があったのではない

のかなと。自分たちのミスは自分たちでやってしまう、それを超えるのが、俺たちはできる

んだという、その過剰の自信が今のこの大事故につながっていったのではないのかなと考え

ております。ですので、国も東京電力さんも、今皆さんが言っている、昨日、一昨日ですか、

この委員会に出るためでなくて、最近こういうふうな会議出させてもらいますので、新聞を

こまめに見るようになりました。ここには東電の認識不足と規制委員長のほうから言われて

いる。認識不足が今ごろ出てきてどうするのだと、認識も常識もとっくになければいけない

のではないのかなと思っております。 

 最初から厳しく飛ばしますと何か嫌われそうですので、このぐらいにして。よろしいです

か、知事、このぐらいで。 

○内堀福島県副知事 またあとで。 

○蜂須賀元国会事故調査委員会委員 わかりました。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございました。 
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 それでは、続きまして西本さんお願いいたします。 

○西本ＮＰＯ法人ハッピーロードネット理事長 私はＮＰＯ法人ハッピーロードネットの西

本です。双葉郡広野町です。浜通りの中高生の人材育成の活動をしています。そして、双葉

郡８町村のスマイル観光大使もしており、日本全国に福島県双葉郡の素晴らしさを、震災前

まで、そして震災後は今の苦しさ悩みを伝えています。 

 私は、双葉郡の若者たちと原発事故以降のチェルノブイリの復興事例、住民がどう立ち直

ったか実際に現地の様子を見てきました。そこで驚いたことは、チェルノブイリは福島の１

００倍以上の放射線物質の拡散があったという事、福島原発の規模はチェルノブイリからす

ると数千分の一程度だったという事、そして一言「皆さんは、そんな線量で何をびくびくし

ているのですか、われわれは除染もしていないですよ。大規模な除染をする前に、まずは、

私たちの精神的な除染をしなさい。」という一言がすごく印象的でした。更に、何が怖かっ

たですかと聞くと「チェルノブイリは放射線ではなく情報の汚染が怖かったです。それが広

がると次は心の汚染になることでした。放射線汚染よりこれが大変でした」との事でした。

その原因は放射線物質よりも社会的な影響の方が大きかったとの事です。 

 次に先程女性の視点、子供の視点が大事だと意見がありましたが、私もそう思います。今

回、多くの事を学びました。放射線に対する正しい知識を持たなければならないこと。今の

日本の放射線に対する情報は、偏見に満ちていること。正しい知識を持って行動、考えるこ

との大切なこと、女性の視点で考えることの大切さを学びました。さらに女性の考えを伝え

る方法の難しさを感じました。 

私達は子どもたちとまちづくりをしていますが、その中でも、たくさんの意見がありまし

た。その中のひとつに、浜通りを日本一の桜街道をつくろうと高校生が計画しました。大学

を作って、世界一の科学者をだそうとか、いろいろありました。今、その中の１つ３０年先

のふるさとを夢見て桜を植樹しています。７年後は満開の桜の下で子供たちと聖火ランナー

で走りたいと思っています。そのためには、今だけの政策ではなく、１０年先、２０年先、

廃炉に向けての地域づくりをどうするか、子供たちが本当に必要とする復興をするか、福島

を世界にどう発信するかが大事なテーマになります。 

そして、震災前までは私の放射線知識は誤った知識でした。これからは子供たちに科学の

知識の大切さを正しく教えて下さい。専門家は難しい、自分で判断した科学用語を使って指

導していますが、それぞれの立場、日常的な生活レベル言葉の用語があっても良いと思いま

す。伝える側の立場になって考える必要があります。特に女性、子ども達には。 
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最後に私は、双葉郡に帰りたいと思う人がまだいます。その人達のためにも廃炉に向けた

地域づくり、なによりも「作業の場」のイノベーションではなく、双葉地域が結集し、拠点

として整備することによって「生活の場」そして、まちができれば復興が現実化すると思い

ます。福島県浜通りのためにもぜひお願いします。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 どうもありがとうございました。 

 それでは、続きまして会津大学の角山さんお願いいたします。 

○角山会津大学学長兼理事長 会津大の角山です。 

 前にも行政等のお話あったんですが、２つ、私意見を述べさせていただきます。 

 一つは、今、廃炉工事何をやっているかなかなかわからないというご指摘ですが、一つわ

かりやすいかなと思う例を挙げさせていただきます。これはハンフォードの例です。ここで

は、国、あるいは行政の中に工事内容まで踏み込んで民意が反映される、要するに一方向で

はない、そういう過程の中で国の予算をとるとか、そういう状況でも、ある意味で社会が納

得してそのコストを払う、そういう仕組みになっていると私は理解しています。ハンフォー

ドの場合は、東京電力ではなくてエネルギー省が実施主体です。環境保護庁、これは国側で

す、あと州の環境の組織が加わって、それが同じ土俵に上がる、それだけではなくて民間の

方もそこに上って工事の今後の内容を議論する、そういうふうに聞いております。そうしま

すと、例えばわかりやすい例としては、放射能を持った物質をどうやって固めて保存するか

というときに、セメントで固める方法とガラスで固める方法、セメントのほうが安上がりな

のですが、やはり一般の方の強いご意見でガラスを固める方法が選ばれたというふうに聞い

ております。 

 一方、日本の意思決定の決め方ですが、例えば私規制委員会の検討会に出ていますが、規

制委員会の会議では、私はほとんど資源エネルギー庁の方の発言を聞いていません。大体、

東京電力を介して意見交換が行われた。要するに、同じ土俵で、もちろん立場が違いますか

ら視点が違うわけです。本来どうあるべきかという技術内容をもっとオープンに違う立場か

らの意見をぶつけ合ってやると、もっと一般の方も参加して意見交換があれば、今どうして

こんなことが起こって、次の段階としてはどういうことが起こり得るか、そういうことが比

較的私は理解しやすいのではないかと思いまして、ハンフォードの例等ご紹介しました。 

 それから、もう一つは、多分首長さんのお二人ぐらいからお話があった、ある意味、避難

の防災計画、これは今の生活にもかかわりますし、長期にわたる生活の保障、それ以上、提

供として私は大事だと思って、ちょうど前々回の規制委員会の検討会でも発言させていただ
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いたんですが、現時点で大きなリスクはないという、例えば４号機で使用済み燃料を今運ん

でいる、それで万一ばんと落としたとしてもどの程度のことで済むという評価あるんですが、

例えば今の、今日ご説明いただいた中で、2020年に原子炉のふたをあけて、固まった燃料を

取り出す、そういうときのリスクというのはどう見ていくか。やはりだんだん地元の方お戻

りになられているのは当然ですが、その際、2020年でもう少しまた下がってくださいという

わけにいかないわけで、そういう意味で規制委員会に対して要望したのは、これは東電と規

制委員会、両者が評価すべきだと思いますが、中長期的に防災計画、５キロメートルでいい

のか30キロメートルの取り方でいいのか、そういった長期的なスパンの防災計画を、今のわ

かる英知を持って考えて住民の方に提供する、そういうことは必要ではないかと思っており

ます。 

 以上、２点説明させていただきました。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございました。 

 それでは、続きまして日本青年会議所の安斎さん、お願いします。 

○安斎日本青年会議所東北地区福島ブロック協議会会長 日本青年会議所福島ブロック協議

会会長の安斎と申します。 

 私たちは全国で696の会議所がありまして、福島県内には19の青年会議所があって、各地で

まちづくりや人づくりなどいろいろな事業を展開させていただいております。震災以降は避

難所や全国の青年会議所からいただいた支援物資を運んだり、さまざまな支援をさせていた

だきましたが、今現在は心の復興という部分で風評被害払拭のための地場産品の関東や全国

に行ってのイベントで地場産品、風評被害払拭のための物産展の開催や子供たちのための事

業なども行っております。西本さんとも浜街道・桜プロジェクトなども一緒に活動させてい

ただいておる団体でございます。 

 私たちは40歳までという組織でございますので、私たちの子育て世代という視点からご意

見させていただきたいなというふうに思います。私も３人の娘がいまして、震災後、妻の実

家のほう、秋田なのですけれども、１年半ぐらい避難をしてきました。今でもメンバーでは

奥さんと子供が避難して、旦那さんは地元に残って仕事をしているというメンバーも多数い

るんですけれども、私の家庭の話をしますと、３月に小学校に上がるのに戻ってきたんです

けれども、やはり戻って来た当初から妻は食べ物に一番神経を使っておりまして、なるべく

西日本の食べ物というものをいろいろ調べて買ってきて、それで子供に食べさせています。

今でもそうでございます。私は福島の物を気にせず食べているのですけれども、それでやは
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り、この今問題になっている汚染水という問題が出てきたときに一番ショックを受けており

ました。そうすると、今日漁協の会長さんもいらっしゃいますけれども、海のほうの汚染と

いうものがやはり一番心配でありまして、こういう問題が出てきてから、宮城や茨城とか、

そういう隣県の物を食べられないんじゃないかというふうに思ってしまうのです。幾ら調べ

ていても、やはりどうしても不安になってしまいます。それはやはり女性特有の性格という

か、そういうのもあるのかもしれませんが、やはり自分の子供を守るという、そういう部分

が働いてしまう部分もあるのではないかなというふうにも思います。やはりそういうふうに、

そこの部分でそういう不安が出てきますと、福島になるべく住みたくない、私もそういうふ

うに言われました。ただ、やはりこの子のために福島に住むと、そういうことで今も福島に

は住んでいるのですけれども、やはりこういう汚染水の問題というものがメディアで報道さ

れたりすると、ほとんどがもう悪い情報しか出てこないです。 

 新聞を見てもテレビを見ても、どこからまた汚染水が漏れました、そういうマイナスなイ

メージしか出てこないように私も感じます。なので、そういう方法の部分というものが私も

非常に重要なんじゃないかなというふうに思っております。特に、やはり先ほど副知事とか

からもありましたけれども、女性や子供の目線でのそういう資料というか、情報の公開とい

うものをよりやっていただきたいなというふうに感じます。私もこの会議に参加するという

ことで、この資料いただいて、今４号機がこのような状況になっているというのを今回初め

て知りました。まだまだ2012年の写真のような、こういう状況なのではないかなというふう

に思っておりました。そういうふうに思っている人もいっぱいいると思います。なので、私

はこういう、今現在進んでいるというものをもっとわかりやすく、そして新聞の折り込みで

もいいですけれども、自治体の各全戸に配る広報でも構いません、そういう資料に入れて配

るべきなのではないのかなというふうに感じました。 

 この資料７にありますように、日報の提供やＤＶＤの配布とか全市町村にありますが、私、

二本松住んでおりますが、はっきり言って見たことありません。チラシの配布も２万8,000

部、３万5,000部が月一、二回も配布しているようですけれども、全く見たことありません。

なので、こういうものをつくるのももちろん重要だとは思うのですけれども、つくることで

自己満足になっている部分というのがあってはいけないなというふうに思います。ですので、

つくるからにはその費用対効果というのももちろん大事だと思いますし、もう少し手法とい

うもので何か違うやり方というものがあるんではないかなというふうに感じました。 

 これからはやはり未来のある子供たちのためにこの福島を再生していかなくてはならない
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というふうに思っていますし、私たちもその地域の子供たちのためにこれからもさまざまな

運動や活動していこうというふうに思っておりますので、ぜひ私たちも全面的に協力して福

島の復興のために力を貸していきたい、中心になってやっていきたいと思っておりますので、

どうぞこれからもよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐  ありがとうございました。 

 それでは、ちょっとここで今話をいただいた件について、こちらから説明させていただき

たいと思います。お願いします。 

○糟谷廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 蜂須賀さんからいただいた津波対策ですけれ

ども、先ほどの資料５の２ページ目の３ポツの⑰というところ、大規模津波対策ということ

で、これが去年の12月に追加対策、予防的対策の一つとして決定をしております。これにし

たがって、今建屋の水密性を高めるように防水扉をどんどん入れていくということをやって

おります。それだけで本当に十分かどうかというのは、これは規制庁の規制等の関係で言う

と、どこまでの津波に備えなければいけないのかということが明らかになる中で、そこであ

ればさらに追加の対策を講じていくということになると思います。そういう意味で、津波対

策ちょっとどういうやりとりだったかわかりませんが、それは度外視しているとか、看過、

見過ごしているということでは決してありません。取り組んでいるということだけ申し上げ

ます。 

 それからハンフォードの例で、工事の内容にまで民意が反映されているというご紹介がご

ざいました。これはちょっとまさにそういうことも参考にしながら、我々今やっております

のが、トリチウム水、アルプスで処理した後になお残るトリチウムの扱いをどうするかとい

うことについて、基本的にそれぞれのタスクフォースというのを、トリチウム水タスクフォ

ースというのを国に設けて検討しております。これはタンクの中に残ったトリチウムを含む

水を最後どうするのかということですので、特定の結論ありきで動くのではなくて、考えら

れる選択肢を全部並べてそれぞれをやるとどういうことがプラス、マイナスとしてあるのか

ということを全部整理して、その整理をするということを何とか春までにやりたいなという

ことで今やっております。 

 海に流すということだけでなくて、蒸発をさせるとか地中に埋めるとか固めるとか、いろ

いろな選択肢があります。それを全ていろいろな選択肢について、これをやるとどうなると

いうことを全部お示しして、漏れがないかどうかというのをチェックしていただいて、その
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上でちょっと地元の皆さんも入れて議論をしながらどうするかという結論につなげたいとい

うふうに考えておりまして、その意味で、まだおくれてはおりますけれども、今後の対策に

ついて材料を用意した上でいろいろとご意見を伺うというというのはしっかりととっていか

ないといけないということは考えてございます。 

 それから、チラシをごらんになったことがないとかいうご指摘もいただきました。ちょっ

とこのあたりどういうやり方があるのか、確かに部数を増やすということも必要かもしれま

せんが、他方で大量にチラシがある中で気づかれずにそのままということになってもいけま

せん。どういうやり方がいいのか、ちょっとなかなか我々まだ今いいやり方を見出せていな

いのだと思いますが、さらに知恵をお借りしながら努力していきたいと思います。 

○赤羽議長 赤羽でございます。 

 最後総括的にいろいろ話をしたいと思うのですが、今その前の段階で西本さんから夢の町、

幸せな町、双葉郡特区をという希望のある話をということでございまして、たまさか今日２

階で午前中、２回目の会議をやらせていただきました、いわゆるイノベーション構想の構想

研究会という、そういった思い、もちろん皆さんがふるさとに帰還できるための大前提であ

ります廃炉の安定的な推進と、また働く場、新産業の雇用の創出ということを主眼に置いて

おるところでございまして、まさにそういった希望、お話のとおりの方向にあるのではない

かなというふうに考えております。 

 一つは、ちょっと本来この会合のあれじゃありませんけれども、折角でございますので申

し上げますと、まずやらなければいけないのはこの30年、40年かかる廃炉を安定したものに

していくと。先ほど浪江の馬場町長さんもちょっと言及されていましたけれども、退席され

ておりますが、それも何というか応急対策ではとてもできる話ではございません。また国内

外の本当に英知を具体的に呼び寄せて、今、実は先ほどからちょっとご報告しなきゃいけな

いと思ったのですが、ＩＲＩＤと言いますが、国際廃炉研究開発機構という技術研究組合を

つくっておりまして、これはＪＡＥＡ、日本原子力研究開発機構ですとか、あと東芝、日立、

三菱重工、東電、その他の電力会社とか専門家の皆さんとかで、またこれも国際的にこの業

界というか、この原子力関係の専門家が来て、組織体ができております。そこで、実はこの

前の１号機のどこに漏れがあったのかということを発見する装置を開発できた、何というの

ですか、船というか小さな、遠隔で操作しなければ何も進まないので、そういったことのさ

まざまな対応のできるロボットの開発をものすごく進めております。この国の予算で楢葉町

にも中核施設もできますので、そういったこと全部連動しながらしっかりしたものをつくっ
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ていく。 

 加えて、災害対応のロボットが、まさに何というか、イメージとしてはそういったことの

実証実験ができる場もつくって、例えばこの前実はアメリカに出張行ったんですが、テキサ

スＡ＆Ｍ大学とか、ものすごく先進的なところも、放射能の中で遠隔操作ができる実験とい

うのがあるならぜひ参画をしたいというような、実はニーズもありまして、そうした30年、

40年の廃炉の耐えられるようなものをつくっていこうと。その中に、大事なことは地元の企

業とか地元の研究者の皆さんもそこに入ってもらう、参画の仕方をどうしていくのかという

ことを考えていきたい。 

 加えて、あとは学究的な側面でも、これはメンバーの先生方、大変立派な先生方もいらっ

しゃいます、その方たちから言わせると、この件、海外の大学からの研究機関からも、また

国内の各大学からの、そういったことにぜひ参画をしたいと、現実にこの福島の地で拠点が

できれば、そこに住み込んで生活をしながらそういったことに従事したいということもあり

ますので、ぜひ国としてもその受け皿等やっていきたいと、こう考えております。 

 あと、そうは言いながら、多分14万人の避難をされている皆さんの、例えばなりわいとい

うのは元々は農業の従事者が多くて、農業の方がどうやって帰れるのか、漁業の方はどうな

のか、先ほどハンフォードのお話ありましたが、ハンフォードなんかも、そこにワシントン

州立大学ハンフォードというのをつくりまして、そこに例えばワインの研究科というのをつ

くって、ワイン専門で、立派なワインの製造をされているというような現実もございます。

あのあたりはポテトもとても生産現場であって、非常に充実した農業というものを確立して

いるというようなこともあって、実はハンフォード地区というのは除染を始めたのが1988年

ですから25年間で人口が倍以上に増えている、アメリカの中でも６番目に人口が増えた都市、

ものすごく生まれ変わっているということをすごく模範にしながら、本当に旧双葉郡という

か浜通りが、やはり世界一魅力のある、生まれ変わった地域にするのが国の責任だと、私は

その責任者の一人としていい加減な気持ちでやっているつもりは全くございませんので、そ

れは信念を持ってやっていきたいと思っております。 

 角山先生から言っていただいたハンフォードの多分諮問委員会の話だと思います。エネル

ギー省と環境保護庁と自治会の代表者とか、行政と議会とは別に39名からなる諮問委員会が

ございまして、これ大変権威というか、何とか市民も代弁者という形で大変位置づけられて

おりまして、もっと除染の費用を出すべきだとかの議論があった。当初の議会に対して大変

影響力があった。ここが私も非常にハードの面ばかり、こう気になるのですが、ソフトの面、
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仕組みというのが非常にうまくいっている。どうしても日本でいうと決めているのは行政、

それは本当なのかどうかということで非常に疑われていて、地元の市民の皆さんがとても受

け入れられないみたいなことをずっと繰り返してきた中で、決めるのは市民なんだと、諮問

委員会なんだということの中で、ものすごく前向きな話もあって、先ほどの放射能に対する

リスク報告が、どうしても国が幾らやってもなかなか被害者の皆さん、当事者ですから、と

ても受け入れられないというのも、じゃあ、それは本当にそれでいいのかどうか。諮問委員

会の皆さんたちが除染のことも監視しながら、モニタリングしながら、自分たちがもう一度

再生していくのだというような、大変すばらしい組織形態で、本当に何とも見習わなければ

いけないなというふうに思いました。 

 そこでは、実はびっくりしたのですけれども、そのハンフォードの地域で新しい諮問委員

会が、せっかくプルトニウムの先進地域だったのだから、これを生かさない手はないという

ことで、モジュール型の原子炉を新たにつくったりして、とても私たちは福島のことを踏ま

えると、そんなことあり得ないということも、実は展開されているということでございまし

て、そういったことが私たちも実はイノベーション・コースト研究会として１月に韓国、中

国の視察をしてきたのですが、福島の再生に大変見習うべき点が多くあったんじゃないかと

いうふうに思いますので、しっかりと受けとめていきたいと、こう思っております。 

 あと、ＪＣの安斎さんのお話ですけれども、やはり小さなお子さん持たれている方たちは

大変なご苦労があって、そういう人たちというのはなかなか声を反映しにくい、しっかりと、

私も呼ばれればＪＣでいろいろお話もさせていただきたいと思いますし、また青年の皆さん

はこれから30年、40年先ということで副知事のお話ありましたけれども、主役でありますの

で、その皆さんたちが安心して子育てができる状況をつくっていただけるように、次、漁協

の野﨑会長のお話もありますけれども、私は別に、水産物も含めて、福島で流通している食

品類は日本で一番安全だと自信を持って言っています。そのぐらい厳しくやっているのです

が、しかしそれがなかなか受けとめられないということが、やはり広報体制、周知体制に問

題があるんだというふうに思っております。 

 ややもするとどうしても行政の発行というのは自己満足というか、つくって発行するまで

がすごく大事だと思っていて、それをどう読まれているか、どう反映していくのかというこ

とにやや視点が欠けるきらいがあります。これは、私、政治家になる前、三井物産の商社マ

ンだったので、全くビジネスマンと違う発想で、どんな物つくればちゃんと売れるかどうか

がビジネスで一番大事なのだけれども、つくってそれでつくりっぱなしになっている、でも
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余り関知しないというようなＤＮＡの違いがあること、それはすごくわかります。やはり折

角つくるとか、つくった物がよくわからない、蜂須賀さんの意見もございましたし、楢葉の

町長のお話もありましたけれども、やはり何となく、県政という番組ですか、何かここの情

報だけ正しいというようなテレビ番組みたいなことがちょっとできるかどうか、今日初めて

の認識ですのでちょっと研究しなきゃいけませんけれども、やはり何か情報、何の情報が正

しいのかということが確立できていないことに原発被災地域の中での一番の難しさをしみじ

み感じていますので、そこは本当に今日の会議で複数出していただいた意見でありますけれ

ども、しっかりと受けとめていきたいと思っております。 

 ちょっとすみません、長くなって。何か東電からありますか。 

○石崎東京電力代表執行役副社長福島復興本社代表 東京電力の福島復興本社代表しており

ます石崎と申します。 

 今、赤羽副大臣からイノベーション・コーストの話が出ましたので、ちょっとそれに関連

してお話をさせていただきますけれども、やはりまず町の復興、地域の復興のためには私ど

もの廃炉作業そのものが皆さん方にこれ以上ご心配をおかけしないような、これはもう大前

提でございますので、それをしっかりやる。そのためには作業員の皆さんや職員も含めて、

作業環境をよくしていくということが必要だと思っております。そのために、東電の経営と

してできる限りのことはこれからもやってまいります。 

 それから、もう一方、私は福島復興本社の代表として浜通りに常駐しておりますので、ま

ずは復興本社を、いずれ来年にはさらに福島第一に近いところに移したいと思っております。

まず住民の皆さんがお帰りになる前に、私ども社員が町の明かりを灯すんだと、そういう思

いで復興本社の移転を今準備しております。既に富岡町に元々私どもの事業所がございまし

たので、そこをちょっと考えてはおりますけれども、いずれ私どもがまずそういった先兵に

なるということで、少しでも住民の方にご安心いただければという思いでございます。 

 それから、説明がわかりづらいというご指摘、これはもう本当に申しわけないと思ってい

ます。これは私どもの、言ってみれば永遠の課題とも思っておりまして、どうすれば分かり

やすくなるのかということもありますけれども、まずは丁寧に私どもも復興本社の要員を増

やして、仮設にお住まいの方のところには私どもが直接お邪魔してご説明に上がるとか、も

っともっとやはり丁寧に対応すべきところがまだまだあるという反省を持っておりますので、

そこは今年復興本社の要員を強化して改善をいたしますので、そういった中で広報のあり方

も改善をしていきたいというふうに考えております。 
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 それから、ちょっと実は社員が1,500名ほど優秀な社員から辞めているという事実もござい

ます。社員のモチベーションという意味でも、先ほど伊澤町長からちょっと角度の違ったご

指摘をいただきましたけれども、モチベーションという意味も含めて、私ども経営としてや

らなければいけないことが多々あると思っております。その辺は皆さん方のご意見をしっか

りと承りながらやってまいりたいと思いますので、これからもぜひよろしくお願いいたしま

す。 

 いずれにしましても、私どもとにかく福島の再生、これが、東京電力が今でも、そしてこ

れからも生かされる、これが原点だというふうに思っております。これからも精いっぱいや

ってまいりますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございました。 

 それでは、続きまして規制庁のほうから。 

○小坂原子力規制庁地域原子力規制統括管理官 原子力規制庁の小坂でございます。 

 先ほど蜂須賀様からご指摘をいただいた特定原子力施設の件と津波の件について、少しご

説明をさせていただきたいと思います。特定原子力施設の件につきまして、やはりお耳に達

していなかったというのは私どもとしては大変申しわけないことだと思っております。ただ、

私どもの意思決定は原子力規制員会で行っておりまして、そこで特定原子力施設の指定する

ということも意思決定をしておりますが、その際の委員会というのは全て公開でやっており

ますし、ユーチューブでそれはすべて放映がされている状況でございます。また、その後の

こういうことが決定しましたということも、本庁で行っております定期のブリーフィングで

記者さんのほうにもご説明をさせていただいております。また、私自身が県庁にございます

県政記者クラブさんのほうで記者会見させていただいて、特定原子力施設ということで指定

され、実施計画が認可されていますというふうな実施計画について審査されて認可をされて

いますというようなご説明はその都度させていただいておりまして、それ以外の会議の場と

か、いろいろな場でご説明する機会がありましたら、その都度させていただいては来たんで

すけれども、残念ながらお耳には達することができなかったということで、今後ちょっとや

り方について工夫をしていかないといけないのではないかと反省しております。 

 それから、津波の件でございますけれども、これも特定原子力施設の審査を行い、実施計

画の審査を行いましたときに、留意点ということで津波に対する評価がまだできていないと

いうことで、アウターライズ津波と言われる余震の大きなもの、そういったものに対する津
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波のとりあえずの対応というのはできているということではあるのですけれども、基準津波

と言われる、３月11日ありましたようなああいった津波のさらなる大きなもの、どういった

ものが想定されるかといわれる基準津波につきましては、まだ東京電力から提出されており

ませんので、私どもとしてはそれについて審査をするような段階には至っておりませんけれ

ども、津波に対する規制要求が全くないということではございませんで、私どもは少なくと

も実施計画の留意点の中では要求を明確にしてございます。 

○金城東京電力福島第一原子力発電所事故対策室長 すみません、金城のほうからの若干の

補足をさせていただきます。 

 今、小坂のほうから説明があったとおりなのですけれども、まさに今日資料でも説明した

敷地境界１ミリシーベルト、これも留意事項の一つで、これ合わせて12項目がありまして、

たしか私の記憶では地元の新聞でも大分その12項目というのは大見出しで取り上げていただ

いたかと思っています。そういった中では、そういったものを我々一つ一つちゃんと東京電

力の実施状況を確認していくところなのですけれども、一方で今の津波への対応、これ当然

どういう津波を想定するかということの前に、どういう地震をこれからあの場で想定しなけ

ればいけないのか、そういうまず準備が必要になっております。 

 今、小坂からあったように、今、規制庁の取組といったものは委員会全て公開されていま

すし、我々のヒアリングも全て議事メモ等の資料が公開されています。そういった中で東京

電力の基準地震動の今の準備状況についても複数回確認しておるところですけれども、まだ

取りまとめられている状況ではないというふうに聞いております。その中で、しかしありま

すのが、やはり地震後の状況をいかに東京電力が正確に把握して、これからの安全対策を考

えるかというところが重要になってきていますので、そういったところをこれからまとめる

対策の中でしっかりと確認していきたいと思います。 

 あと、ちょっとこれは付言になるかもしれませんけれども、どういうやりとりが蜂須賀さ

んと東電の間であったか私は当然現場にいませんですから承知しておりませんけれども、自

らのやっていないことを、規制の要求がないからという説明をするのはいかがなものかとい

うふうな感じをしています。我々やはり今回の事件を踏まえて、とりこにならないようそう

いった公開性、独立性を求めて、今日々やっておりますけれども、（事業者も）安全文化と

いう観点から、やはり自らが動いてしっかりと対策をしていく。必要なところは周りがちゃ

んとチェックをしていく、そういったところが一つ反省事項であったかと思います。 

 そういった意味では、我々は我々なりに頑張ってまいりますけれども、伝わらないような
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ところがありましたら、またご意見聞きながらいろいろと対策を考えていきたいというふう

に考えております。 

○小坂原子力規制庁地域原子力規制統括管理官 一つ補足をさせていただきたいんですけれ

ども、本庁のブリーフィングの中で、現地の検査官がどのように活動しているのかよくわか

らないというようなご意見等いただいておりましたので、それの改善としまして、ホームペ

ージで検査官が日々現場で見たことを写真とどういうことを指導したかというようなコメン

トを入れて掲載するようにさせていただいております。その中には、先ほど来、首長さんの

ほうから悪いところばかりということでお話がありましたが、私どもとしてはやはり公平と

いう立場で見ておりますので、その検査官のレポートはトラブルがあったところは当然確認

して、その現場の写真を撮って公開してございますけれども、逆によくできているところも

当然検査をやった上、立ち会った上で問題がないというところも公開してございます。例え

ば、フランジ型のタンクでございますけれども、これ私どものほうから水位計をつけるよう

にというふうに指示をしてございますが、その水位計が適切に設置されているということを

現場の検査官が立ち会って、その状況をホームページにも公開してございます。ほぼ毎日の

ようにレポートが公開されてございますので、よろしければそういったものもごらんいただ

ければと思います。申しわけございません。 

○蜂須賀元国会事故調査委員会委員 すみません、一つよろしいでしょうか。 

 今、盛んにホームページという言葉が出ておりますけれども、これが本当の私たちに伝わ

らないことだと思うんです。全員がホームページを見ているわけじゃないんです。ですから、

私たち今日の会議はそういうふうな情報をどうやって流すかということの一つ、その勉強会、

それを教えてほしいというふうな会議だと思うんです。だから、ホームページばかりでなく

て、もっと違う方法、あと私が危惧していたのは、規制委員会の人たちはこれから再稼働し

ようとする原子力発電所に対してはいろんなことを私たちがわかるように発信しているので

すけれども、福島第一発電所に関しては、一言もそういったのは私の耳には入ってきていな

かったんです。そこでまたホームページを見ろと、新聞を見ろと言われてしまえばそれまで

なのですけれども、しかしながら、再稼働のニュース以外は、規制委員会さんのお話は私た

ちの耳には入ってきておりません。それはどういうふうな決まりなのか。その再稼働するこ

とには私たちも関心があるからではないと思うのです。それだけＰＲ、国がＰＲをしている

と思うのです。再稼働にはこういうふうな基準がありますよ、この基準がありますよと再三

発信しているからこそ私たちがわかるのであって、この第一原子力発電所に関しては、何も
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そういうのが発信されていない、ホームページで発信していたかもしれませんけれども、も

っともっとわかるような発信の仕方をしていただきたいというふうに思います。 

○小坂原子力規制庁地域原子力規制統括管理官 すみません、ホームページの件は、最後の

件は、そういったこともしていますということでちょっとＰＲさせていただいたような状況

で、申しわけございません。ホームページが全てというふうに思っているわけでございませ

んし、いろんな機会を捉えて私どもの活動の状況というのは当然ご説明していくべきだと思

っておりますので、そういった活動は当然やらせていただいておりますし、今後も足りない

ところはまたご意見を頂戴しながら改善していきたいと思っております。 

○蜂須賀元国会事故調査委員会委員 お願いしたいと思います。 

 私たちは再稼働に興味があるわけでなくて、今ある自分たちの福島原子力第一発電所にか

なりの興味があるということを知っていただきたいと思います。 

○西本ＮＰＯ法人ハッピーロードネット理事長 方法が間違っていると思います。私たちは

再稼働ではないのです。福島県は議会でも廃炉を決めました。第一原発、第二原発、今のま

まではどうなるか先が見えません。廃炉に向けた生活生計、何十年先を見た生活生計を考え

ていかなくてはと思います。 

 それと、情報の伝え方、特に双葉郡は、日々の生活がまだ普通の状態ではないのです。こ

れを前提に情報の伝え方、年代によってはインターネットなど全くできない人もたくさんい

ると思います。それを踏まえて考えてください。全てが当たり前のような常識では考えない

でほしいです。日本は資源のない国なので原発問題は難しいです。でも、福島県に関しては、

私は将来子ども達には廃炉になる人生生活を考えて、それを受けとめて住んでいくかを考え

ていく必要があると思います。「時間軸」がこれからの浜通りそして福島の復興の最重要課

題だと思います。 

○赤羽議長  冒頭申し上げましたように、この福島評議会の目的というのはそこに全てあ

るわけでありまして、今までの国からの発信がなかなか伝わらない、東電からの発表もちゃ

んと伝わらないというか、ちゃんと伝わらないという発信自体が問題があるというようなこ

とのご指摘もある中で、こういった各関係首長さんや団体の皆さんや、そして市民活動して

いただいている皆さんたちにこういった場をつくっているんでして、ちょっと私も今のこち

らの側の発言少し気になって、ちょっとアンテナに引っかかりましたけれども、別にホーム

ページ前提になんていうことで、よしなんていうふうには全く思っていませんので、ちょっ

と議長としてそこは整理をさせていただきたいと思います。 
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○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 それでは、引き続きまして福島県の漁業協同

組合連合会、野﨑様、お願いいたします。 

○野﨑福島県漁業協同組合連合会会長 漁連の野﨑でございます。 

 まずこのような場、そのものは非常に私としてもありがたい場だと思っております。当漁

連は現在、復興協議会を立ち上げまして、その協議会で県の水産試験場の行うモニタリング

調査等、それと復興協議会のメンバーである国、県、市、その他学術関係の方々、それから

消費関係の方々の意見をいただきまして、我々漁業者が提出する試験操業計画をその復興協

議会で諮問していただきまして、それを福島県の組合長会議で承認するという形で行ってお

ります。 

 今般、特に私どもにとりましては、一昨年の８月から地下水対策についてご説明等があり

ました。私ども、本当福一の中から大洋に出ていくということは根本的には嫌なわけでござ

います。ただ、私どもこの安定した廃炉化こそ、やはり福島の漁業の復興に向けての第一的

なものということで、先週の金曜日、東京電力が規制庁のほうに提出されたファックス、運

用計画等、今後十分検討して判断していきたいと思っております。ただ、この中、この経緯

の中で二、三、特に今日の情報提供、コミュニケーションについて思ったことがございます

ので発言したいと思います。 

 まず、非常にわかりやすい説明ということは非常に重要ではありますけれども、平成24年

４月から私どもこの復興協議会及び組合長会議、特に組合長会議では定例的に東京電力のほ

うから東京電力の現状を説明するということは、非常に私ども漁業者の意見等取りまとめる

のに役立っております。決して我々に話するものを簡便化するのではなく、従来どおりのモ

ニタリングポスト等、定期的な説明を今後ともお願いしたい。決して、各自治体の市町村さ

んたちが言っているように難しいから簡単なものを説明しろということではないかと思いま

す。ちゃんとした現状を説明して、それでなおかつわかりやすい説明を行うということが必

要なのかなと思っております。 

 それから２番目、どうしても省庁間の制約とかありまして、特に規制庁さんのほうは原子

力規制法という法律のもとで判断しております。今般、いろいろさまざまな排出基準等をや

るにつけましても、その排出基準に基づいた判断になろうかと思います。これは逆に言うと、

赤羽副大臣にお願いしたいのですけれども、この対策チーム、まさに内閣府で行われており

ますので、安心という観点からオーソライズする何らかの組織をひとつお願いしたい。とい

うのは、我々本当に専門家ではございませんので、専門家の意見等を聞きながら東京電力と
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話し合いをしております。これもいずれ限界があると思いますので、その辺の専門チームを

ひとつ考慮していただけると非常に長い廃炉化の中でありがたいかなと思っております。 

 それから、広報に関しても、やはり組織の問題の中でさまざま問題が今回浮き彫りになっ

たかと思います。特に私ども、今、規制庁がモニタリングポストで測っておる福島の空間線

量を公共放送で発表していただいているという、あれと同じ手法をこれから毎日行われる、

地下水の放出の中で、放出量、それから核種、それから数値等をできないかというふうにお

願いしているところでございますけれども、公共放送という立場から東電だけのデータでは

だめだと。ただ、現実的には東京電力が毎日測るデータをお示しするということ、それを逆

に規制庁も、間違ったら間違ったところで変更しますよというオーソライズの仕方もあろう

かなと思っておりますんで、その辺ちょっと前向きに検討願いたいと思っております。 

 私ども本当に、先ほど双葉町長が言われたように、福島県の事故の当事者の漁業者でござ

いますが、またそれとは、同時にこの福島県内、どのように生活していくかということを思

っています。その相矛盾する中を我々今後さまざまな判断をしていかなくちゃいけないと思

っております。 

 ３番目になる風評被害の問題ですけれども、今、試験操業という復興協議会等の諮問受け

てやっている中では、はっきり言って取りこぼしのない、絶対安全な出荷体制をとっている

と思っております。そうすると、その出荷体制の中で、今後例えばバイパス等が始まること

で風評被害が起こるということになると、これは生産者側の問題でなく、消費者のサイドの

問題でもあろうかと思っております。我々の広報等の努力等も必要なんでしょうけれども、

その辺非常に分類して整備して対策等を行いたいと思いますので、その辺のご助言、ご支援

よろしくお願いしたいと思っております。 

 以上、今思いつく限りでは、このようなことで、特にコミュニケーション改善に向けての

今回の国、調整事務所のほうからのこの文面に関しては、私全面的に賛成しております。よ

く練られた内容だと思っております。特に事象の意味合いの説明、それからその事象がどの

ようなことにつながっていくかということ、これ非常に我々としても重要なことですので、

このコミュニケーション改善に向けての中身については十分我々に意を尽くして、今後とも

やっていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございました。 

 それでは、引き続きまして福島県商工会議所連合会、石井様からお願いいたします。 

○石井福島県商工会議所連合会常任幹事 福島県商工会議所連合会常任幹事の石井でござい
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ます。本日、連合会の渡辺会長、所用があってまいりませんので、かわって私のほうから発

言をさせていただきたいと思います。 

 その前にちょっと、ＪＡの庄條さん、ちょっと突然といいますか、４時から緊急の雪害対

策の会議があるということなので、申しわけないけれど中途退出しますということで伝言あ

りましたので、まずお伝えしたいと思います。 

 県の商工会議所連合会ですが、先週の12日にチャーター便で福島空港から台湾のほうに経

済ミッションがありました。目的としては、東北６県商工会議所連合会からの支援を受けて、

台湾からの非常に大きな支援をいただいた御礼と、それから風評被害の払拭ということで、

約30名ほどで台湾のほうにまいりました。我々経済団体、できることはやっていこうという

ことで、24年度も全国キャラバンということで全国に行ってこういうふうにやってきたとい

う状況でございます。 

 台湾のほうで経済団体と話させていただきますと、やはりテレビはＮＨＫなり、そういう

テレビは見られるところでありますので、非常にテレビの情報は多く入っているという情報

をいただきました。当然マスコミさんのほうは、先ほどありましたように、また情報という

ことが出る。別に不安をあおるために出すわけでないのでしょうけれども、それがやはり我々

見る側、視聴者のほうは一番関心が高いので、それは報道せざるを得ないのだというふうに

思っています。そういう意味でいくと、そういう話があると、当然水産業、観光業の影響が

あるということで、福島県だけではなくて青森県の水産業も影響受けていますよという話を

我々６件の連合会の中で話が出てございます。 

 そういうことではいかにマスコミ、テレビに取り上げてもらうかだと思いますが、今回、

経済ミッションのほかに伝統芸能のミッションも行きまして、福島のわらじまつり、12メー

ターの大わらじを台湾の最大のランタン祭りというところにパレード参加させていただいて、

福島市とも一緒に行きましたが、福島の元気というのをＰＲさせていただいて、現地のマス

コミに多く取り上げていただいたという状況ございます。これはいかにマスコミに取り上げ

てもらえるかという努力を、仕掛けなりを考えていく必要があるのではないかというふうに

思いますので、やはりわかりやすい情報というのはいろいろテレビでも新聞でも、フリップ

使ったりいろいろわかりやすく説明をしようとしている部分があるので、いかにマスコミ、

テレビにニュース番組として取り上げていただく、国が全面的にやっているのだという姿を

いかに取り上げてもらうような仕掛けをしていくのか、それがないとなかなかマスコミに一

手でやれとかいっても取り上げてくれないし、テレビを放映されたとしても誰も気がつかな
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いと思います。いろいろなＣＭがあった中で記憶に残るＣＭは、全部ＣＭが残っているわけ

ではないので、いかにそこは仕掛けをしてマスコミに取り上げてもらって、頑張っているん

だ、そういう安心感を受けさせてもらうことが必要なのではないのか。 

 特に、台湾等に行きましてもいろいろ経済交流しております。去年、25年は台湾から日本

に来た人が平成24年の1.5倍、50％強ふえているという状況でありますけれども、福島県は平

成24年のデータでいくと、たしか外国人が福島に来たのが震災後では30％強ぐらいだったと

思います。全く25年、変わっていないと思います。台湾の方、多く日本に来ていただいてい

るけれども、福島県には来ていただいていないという状況がございます。それを含めて、一

緒に観光ミッションしたところでございますけれども、とりあえず海外のメディアに取り上

げてもらうような努力、仕掛けを国がやっていくことが必要なんじゃないかというふうに思

いますので、その辺は我々も、経済団体もやることやりますので、その辺もしっかりやって

いただきたいと思います。 

 以上、お願いでございます。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございました。 

 ここで一応皆様、最初のほうの情報提供、コミュニケーションの話というのが一通りご発

言いただきました。この件につきまして、まず追加的に何かご意見、ご質問等お持ちでいら

っしゃる方はいらっしゃいませんでしょうか。 

○菅野飯舘村村長 今お話ちょっとだけ聞かせていただいて、別に悪意はありませんけれど

も、少しでも情報を皆さん方に知らせましょうという国の趣旨の中で、資料８、原子力規制

庁が出した文章は、例えば３ポチですと、６行に丸が一つもないんです。こんな文章で当た

り前に書いているというところをやはり切りかえないとだめだということなのではないでし

ょうか。しっかり私たちの生活のために、やはり原子力規制庁に守ってもらわなきゃなんな

いのですが、ごめんなさい、自分の責任を守るためにという話になったのでは、東電も大変

ですし、我々も大変だということだと思うのです。先ほどの話を聞いていても、残念ながら

わかりません。もう理論武装だけではないのだということを、もう７行も８行も丸がない文

章書くというところが、そこから切りかえていかないと、我々とのこの、何というか、乖離

というふうな違いはもうどんどん遠くなってくるということだというふうに思っていますの

で、是非みんなで、何せ国のほうがみんなでこの有事を乗り切るのには柔軟に考えましょう

よ。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 貴重なご意見ありがとうございました。 
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 他にもし今の話、情報提供、コミュニケーションの件でなければ、２つ目の話といたしま

して廃炉・汚染水対策等に関しますご意見といったものをちょっと聞かせていただきたいと

思いますけれども、よろしゅうございますでしょうか。 

 じゃ、これ一通り皆様の最初の案件でさせていただきましたが、あとは皆さんご意見があ

る方からまず。 

○内堀福島県副知事 それでは、廃炉・汚染水対策について、ロードマップのあり方につい

て絞って３つお話をしたいと思います。 

 ロードマップというのはいつまでに何をやるかを示す工程表かと思いますが、実は先ほど

からも、恐らく福島サイドの方の思いと霞ヶ関、あるいは東京方面の方の思いとちょっとギ

ャップがやはりあるなとずっと拝見していて感じました。 

 まず３つお話する１つ目の前提なのですが、私、今回の福島第一原発の廃炉・汚染水対策

がある意味世界で初めての取組であって、きわめて困難で前例がない、まさに手探り状態で

やっていて、なかなか先が見通せないということはわかっています。さらに、東京電力にし

ても国にしても、関係する方々皆さんが必死で、全力で取り組んでいるということも重々わ

かっています。という前提の上で、あえてそのロードマップについて申し上げると、基本認

識をぜひお互いに共有したいなと思っているのは、このロードマップというもの、例えば資

料６、今日いただいた大きな紙の資料ですが、６の１ページ目にロードマップというのが書

いてあります。ロードマップはまさに時間との闘いだと思うのです。時間との闘いというこ

とになぜなるかといいますと、このロードマップが例えば１日、１カ月遅れるということは、

避難されている方や被災者の人生の１日や１カ月を削ることになるということなのです。つ

まりこのロードマップはライフワークと言いかえてもいいことで、淡々とした机の上のもの

ではなくて、避難生活を送っている方、あるいは先ほどの普通の生活をしているようでも、

心の中のどこかで不安を持っている人々にとって、これが遅れれば遅れるだけ彼らの人生を

損なっているという基本認識をぜひ共有してほしいなと思います。 

 タイムイズマネーという言葉があるんですけれども、そんな言葉では言いあらわせない、

タイムイズライフなんだと。このロードマップをできるだけ早く前に進めていくこと、ある

いは順調に進めていくことが福島の人々にとっては一日一日の人生がかかっているんだとい

う当たり前のことを改めて認識をしていただきたいなと思います。 

 その上で、若干難しいのはわかった上で具体的な提案なのですが、例えばロードマップ、

先ほどの大きな資料６の１ページの左上に大きな大くくりな表があります。これは第１期は
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2011年12月から2013年12月という２年間のスパンで書いてあります。ただ、そのあと、今ま

さに第２期に入っているのですが、10年以内というやはり大くくりな設定になります。なぜ

かといったら、溶融燃料、デブリを取り出すため、非常に難しいからなのですが、先の目標

が2021年の12月ということで、その先までジャンプ、ワープしちゃっているのです。そうす

ると、実は今日富岡町、それから大熊、双葉、あと浪江町長さん、それぞれ来られていまし

たけれども、人生かけてこれから帰るのか帰れないのかということを悩んでおられる方にと

って、10年後までの目標というものだけだと非常に自分たちの人生がどうしたらいいんだろ

うということがわからないいら立ちがあると思います。 

 ただ、実はこのロードマップというのはもうちょっと細かいものがあって、私、今手元に

４枚紙がありますけれども、毎月毎月もっと細かく分けたロードマップを出されています。

ただ、これ改めて実は見たんですが、実はこれ第２期の２年間しか書いてありません。2014

年度と2015年度だけしか書いていなくて、しかもそのほとんどの矢印が2016年度まで伸びて

いるんです。何を意味しているかというと、これからの２年間で終わることがほとんどない

ロードマップなのです。そうすると、これから２年、３年、５年でどうやっていこうかとい

う議論をするときに、正直、2021年の12月まではよくわからないので、そこまではちょっと

出せないんだよねということになると、やはり工程表というにはなかなか足りない部分があ

ると思います。 

 先ほど前提で言ったとおり、これは初めての取組なので、全部が全部そんなにパキパキで

きると思って言っているわけではないのですが、一方で福島サイドから見ると一人一人の取

り返しのつかない人生がかかっているので、１日とか１カ月というのはものすごい大事な、

両方ジレンマだというのは重々わかっているのですが、やはりそういう思いを持って、特に

福島評議会でどういう形でこの工程表、ロードマップをつくったらいいのか。その上で、例

えば１年、２年でここまで何とかできる、あるいはできるかどうか確定はできなくてもチャ

レンジする、ここまで何とか目標として頑張りますということを示して、かつそれがうまく

いったときにはここまでできましたよということをきちっとマスコミを通じて発信する。あ

と、できなかった場合にはこういうことが、やはり予見できないことが起きたので、結果と

してできなかったけれども、次はこれくらいを目標にやっていきたい。いつまでに何をやる

かというロードマップの原点に返って進めていかないと、やはり県民から見ても廃炉・汚染

水対策はいつまでたってもぼやんとした感じで見づらい。 

 特に2021年と言われてしまうと、すごく、じゃあ何を手掛かりにしたらいいんだろう、人
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生設計したらいいんだろうというふうなことで、そういった思いをぜひ共有していただけれ

ばありがたいと思います。 

 以上です。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございました。 

 それでは、この廃炉関係でほかに話を。よろしいですか。 

 じゃあ差し当たり、今ちょっといただいたお話についての我々の対応……すみません。角

山先生。 

○角山会津大学学長兼理事長 内堀副知事から中期的な状況が見えないということなのです

が、それと、じゃあ今どうなっているかという視点からですが、コメントしたいのですが、

凍土壁というのをこの１年でやろうということなのですが、従来というか普通の土木技術の

多い原発に持ってくるという非常にリスクが大きいので、実際、貯水槽のときも水力発電所

等で使われているような貯水の仕組みを持ってきて、残念ながら失敗した。凍土壁も失敗確

率というか、それはかなり高いというか、確率が低い状況で工事をしないと大きな問題があ

るのではないかと思います。 

 そういう工事の質を普通の土木と一緒に考えたのでは大きな過ちを犯す可能性が高いので

はないのかとちょっと思ってございますが、トレンチと称した地下トンネルですか、あの近

辺を凍らせるときにはトレンチの上の壁と下の壁にある意味で水をとめる、汚染水が漏れな

いようにとめながら穴を開けて、30メートル下まで凍らせるというリスクを負っているわけ

です。私の見たデータで、東電のデータは100回に１回の失敗確率かなと思うのですが、そう

いう意味で普通の、資料５で新たに発生する事象を見逃さないというふうにおっしゃってい

るのですが、本当に新たに発生し得る事象をよく想定して、十分な準備をして実際工事をす

る方の訓練も行ってやらないと、内堀副知事がおっしゃったようなものがさらに後ろ倒しに

なってしまうので、ぜひ準備をしっかりやって行っていただきたい。 

 それから、もう１点だけ言いますと、重層的な対策をという議論がありますが、ある意味

で汚染水のタンクは私は重層的というより一層になって、一つの層になってしまったのでは

ないかと思って心配しています。フランジ型ねじでとめるタイプではなくて、溶接型で溶接

の品質を分けて多分東京方面からタンクを仕上げて海上輸送するという一つのタイプに絞ろ

うとしているのですが、一般には上水道で使われているコンクリの、ピアノ線でぎゅっとた

がをはめてつくったタンクというのは、例えば神戸地震とかこの前の3.11で余り壊れたとい

う報告がたしかないと思います。そのもう一つのいいところは、先ほどのタンクと違って東
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京から海上輸送する必要なくて、多分福島でつくれると思うのです。ですから、リスク分散

ということでは重層的という視点で考えると、もう一つ、せめてもう一つぐらい準備して、

全体の工程がおくれないように準備を、それこそ準備を重層的にやって、しっかりとやって

もらいたいと思います。ちょっと汚染水絡みで。 

○糟谷廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 今のお話について、こちらのほうから一言ご

説明させていただきます。 

 まず最初に、ロードマップのあり方についての副知事のご指摘が、確かに８年の間、もっ

と細かく目標を刻んで、それに向けてきっちり努力をすると、何をやるかどういう順番でや

るか、どうするかということが書けないと、それは８年間、工程管理ができないということ

は本当おっしゃるとおりだと思いますので、工程管理ができるようなレベルの詳しさのもの

にしていかないといけないと思います。どうしても、やはり本当にそれができるかどうか、

できなかったらまた遅れた、まただめだと言われるんじゃないか、そういう現場の、何かや

はりこの何というかおそれというか、そういうことがあるとしたら、それはバランスをとっ

て、こういうリスクはあるけれども、こういうことをやるんだということをしっかり打ち出

したようなものにできる限りしていかないといけないということだと思いますので、次回、

ロードマップを見直すときには、必ずそういうことを可能な限りできるようなものにしてい

かなきゃいけないということで、ちょっと具体的な検討を考え始めたいなというふうに思い

ます。 

 それから、角山先生からタンクが一層になってしまっているんじゃないかということにつ

いては、これは1,000トンタンクを船で運んでくるものもありますし、現地で溶接をするタン

クもございます。現地で溶接をするタンクは1,000トンタンクじゃなくて2,400トンとか2,600

トン、2,900トンと違う形のものでもあります。溶接するという言葉で一つなのですけれども、

少なくとも３つのタイプの違うタンクをつくるという計画になっております。 

 ご指摘のピアノ線の入ったコンクリートのタンク、これもどういうことができるのかどう

かということはちょっとこれから勉強したいと思いますので、ぜひちょっとお話をお伺いさ

せていただければと思いますが、今のところ単純に船で1,000トンタンクを運んでくるだけと

いう、本当に純粋な一つのやり方だけではないということはちょっとご紹介申し上げておか

ないといけないと思いましたので、申し上げます。 

 それから、凍土壁について本当に大丈夫かというようなご指摘を従来からいろいろな方か

らいただいています。これは凍らせるということ自体は従来からあるものなのですけれども、
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これだけ長期間に、それからこれだけ大規模に凍らせたことがないということでいろいろご

心配いただいております。それで、現在やっておりますのは、本格的な１号から４号までの

全部遮水壁の工事施工に入る前に、４号機の西側に10メーター四方ぐらいの場所を、実際に

穴を掘りまして、凍結管を入れて凍らせるというような試験を今始めたところであります。

実際その穴を開けてみると、いろいろと当初予定をしていたこと以外のことも起きてきてい

るようでありますけれども、それを踏まえてどういうことをやるのが一番いいのかというこ

とを、実際に掘る人の訓練も兼ねて実際に凍らせてみて、ちゃんと凍ることを確認した上で

やるということで取り組んでおります。 

 それから、トレンチの関係ですけれども、トレンチの水については、２号、３号のトレン

チの中の濃い汚染水については、先ほど増田さんのほうからご説明ありましたように、今建

屋との間を凍らせることで遮断をして、春先からになると思いますけれども、全部抜き取っ

て、トレンチを全部埋めてしまうというつもりでおります。したがって、凍土壁は実際に施

工されるときにはトレンチの中の濃い汚染水はなくなっている状態であるということを前提

にしております。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 それでは、廃炉・汚染水対策につきましての

ほかのご意見等々、何かございませんでしょうか。 

○古川川俣町町長 先ほど私申し上げて、あとないと思ったので一つだけですけれども、先

ほどの説明の中で流入水は雨水だと、地下水でなくて。雨水というのは雨なのですよね、天

から降ってくる水がそうなっているんだということです。その私もそこ２度ほど行って一応

タンクの中見せてもらったのですけれども、素人考えなのですが、そうすると年間の降水量、

あのエリアのはわかるわけですよね、雨降ると。それに対してその水を混ぜないわけですか

ら、それをするために、じゃあ簡単に言えば舗装化やってしまえばいいんじゃないかと思い

ます。そういったこととか何かありますか。ですから、そういったのを含めて考えるいろん

な方法がとれて、まずは閉じ込めるといいますか、混ぜることをしなくても済むのかなと先

ほど話聞いていて思ったんです。そんなことはあれなのですけれども。 

○糟谷廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 まさに、調べてみますと、建屋の中に入って

いっている透水層、水を通す層が大きく２つありまして、深いほうの透水層も敷地からちょ

っと出たところで地表に出ているんです。ということは、水を通す２つの層に入ってきてい

る水のもとは何かというと、敷地の中、もしくは敷地の周りに降った雨水がしみ込んで地下

水となって、それでずっと海に向かって流れてきて、それが途中で建屋に入っているという
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ことであります。それで、したがって先ほど凍土方式の陸側遮水壁という話も申し上げまし

たけれども、それ一つにかかるのではなくて、まさにおっしゃった雨水の土壌への浸透、土

の中にしみ込んだ地下水になるのを防ぐような敷地の舗装、これを重層的対策の一つとして

やることにしております。 

 先ほどの資料５の２ページ目の⑪という対策がそうなのですけれども、これをやることで

降った雨が地下水にならないようにしてということでございます。ただ、降った雨がそのま

ま地下水に入って、１日や２日でばっと流れてしまうということでは決してありませんので、

地下水となったあとは、１日に大体10センチぐらいと考えていますけれども、それぐらいの

スピードでずっとゆっくり動いています。したがって、舗装すればすぐに中がからからにな

って地下水の流れがとまるというものではありませんけれども、ただ舗装をやると明らかに

地下水を抑えるというふうな効果が期待できるのですが、その広さのいろんな地下水のモデ

ルを、大きなモデルをつくって、いろいろなケースを試してみました。 

 これも詳細なデータがありますので、また次回もしあれでしたらご説明申し上げますけれ

ども、大体２平方キロメートルぐらいの広さにわたって遮水をする、舗装をすると結構効果

が得られる。それが半分ぐらいになると効果がぱたっと落ちる。他方で、半分ぐらいの舗装

であっても、舗装の境界際に凍土壁でない別の形の遮水壁をつくると、２平方キロメートル

ぐらい舗装したのと同じぐらいの効果が得られる、そんなシミュレーションもやっておりま

す。したがって、今、２平方キロメートルぐらいの広さで遮水をするのか、それとも１平方

キロメートルぐらいのところで遮水壁をつくって、その中側を遮水するのか、そのあたりど

っちがいいのかというのを、今本当に土木の専門家も入って検討しているところであります。 

 そもそも凍土壁を採用した理由は、建屋の近くに大きな重機を入れて工事ができない。そ

こが一番大きな理由だったのです。したがって、凍土壁の外側にもう一つ何か遮水壁をつく

ろうとした場合に、それが本当に施工可能なのかどうか、そのあたりがポイントになってき

ますので、そのあたりを含めてちょっと今検討をしているところであります。 

○古川川俣町町長 ありがとうございました。 

 ロードマップの説明でせっかく来ていただいておりますので、またそのときいろいろな話

し合いはさせてもらっているのでありますが、ここの場でありましたので聞きました。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 何かほかにご意見、コメントよろしゅうござ

いますか。先ほどの話も含めて、全般として何かコメント等あれば。 

 よろしゅうございますか。 
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 それでは、ちょっと２時から長い時間、皆さんのご意見いろいろと聞かせていただきまし

てありがとうございました。今後、事務局のほうで本日いただきましたいろいろなご意見を

整理させていただきまして、それを踏まえていろいろな今後の対応策につきまして検討を進

めていくというふうにさせていただきたいと思います。 

 それでは、最後になりますけれども、赤羽議長のほうから一言ご挨拶をさせていただきま

す。 

○赤羽議長 今日は大変長時間にわたりましてご熱心に率直なご意見を賜りました。まず心

から感謝を申し上げたいと思います。本当にありがとうございました。 

 いろいろなことを痛感させられながら、この議論参加しておりましたが、特に内堀副知事

から最後にご指摘をいただきましたロードマップ、大変よくわかってのご発言だと思います

が、技術を開発しながら、具体的なロードマップをつくる難しさをご承知の上でご指摘いた

だいたのは、そこに係る14万人の被害を受けられた皆さんのお一人お一人の人生がかかって

いるのだと、そのことがわかった上での我々の取組でなければいけないという、そのご指摘

に私は全て尽きているというふうに思っております。 

 その視点があれば、自分たちが発出したインフォメーションというか情報をどれだけわか

っていただいているのかということに心がいくに決まっているのです。やはりそこが足りな

いというのは何か足りない。発出さえすれば、あとはうそを言わなければ、正しいことだけ

言っていればどう捉えられようと、それはこちらの問題でないみたいな、それは非常に被害

を受けられた皆さんに寄り添っているというふうにはやはり言えないのだろうなと思います。 

 前半言われてちょっと言い返したかったのだけれども、国が前面に出ていると、ただ10割

の補助金出しているのでないかと、私は少なくともそんな気分全くありません。また、私だ

けでなくて、現地事務所に常駐しているメンバーとかこのチームもそんな気分で取り組んで

いるのではないのです。それをどう理解していただけるのかというのは、またあれだと思い

ますが、いろいろなことをちょっとそこは本意でないと言わなくてもよかったのですけれど

も、やはり東電任せだったそれまでは規制庁からのいろいろな指示とか指摘があったことに

ついて、どうしても民間企業としての東京電力は参考としてしか受けとめられなかったので

はないかなと私は思っています。だから検討するということでずっと検討していたことがい

ろいろありました。 

 私は９月から現地調整会議の議長をやっているので、その検討というのをいつまでどうな

っているかとわからせないと絶対だめだと。入る前に東電の副社長にまず申し上げたのは、
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あのとき安倍総理がブエノスアイレスでシチュエーションイズアンダーザコントロールと言

われている以上、それを反故にすることもできないし、我々それ守っていく責任がある。だ

から体制を一新しなきゃいけないし、規制庁の指示というか指摘は参考事項でなくて、やら

なければいけないマストだ。そのマストをどうするのかというのを真剣に考えてもらいたい。

次の会議までに具体的にいつまでにどうやるのかということを東電のまず責任としてちゃん

と発表してくださいと。それができないのだったらそれは東電一社ではできないことももち

ろんありますから、国としてもしっかりかかわっていきましょうと、財政当局と交渉するの

は私は責任持ってやりますということで始めた会議であるがゆえに、今日も大変長時間であ

りますが、４時間も５時間も、実は明日また午前中やるのですけれども、そういったことを

やっておりまして、ただ調整会議で何を決めてどうなっているかということを情報発信の面

で、やはりいささか足りなかったのではないかと思いますので、福島県を初め当該自治体の

皆さんや関係団体の皆さんに、そしてさまざまな、福島県民の皆さんにどう伝えられるのか

という大変大きな宿題として私は受けとめて、しっかりと明日また議論させていただきたい

と思っております。 

 双葉の伊澤さんから言っていただいたように、現場の作業待遇改善とかについて一生懸命

東電も、この前発表してやっていただいているのですけれども、結局は私やはり現場で働か

れている一人一人の皆さんの気持ちと、国と東電の我々の気持ちが本当に一致できているか

どうかということに尽きるんだと思うのです。そういう思いがあれば、本当はこうだったん

だみたいな責任があるかないかわかりませんが、そんなことが流れないと思うし、本当に福

島の状況を何とかしなきゃいけないということを、やはりまず我々が思うこと、東電が当然

思うことを、そこに働く皆さんが本当に力合わせてやっていこうという気持ちが醸成できる

と思う。その前提として当然待遇改善とか、誇りを持っているとか、様々なことが大事だと

思いますが、それはどこまでというテクニカルな話で、魂が入っていなければできないのだ

と思います。そこをもう一度かかわっている我々というか、政府全体が福島のためにしてあ

げているんだみたいな錯覚にならないように、飯舘の村長が言われたけれども、国がやはり

主体者となって、寄り添うんじゃなくて自分たちの責任として本当にどこまでできるかとい

うことを認識しないとやはりだめなんだと、我々のやはり思いが、マスコミも応援してやろ

うじゃないかと、政府に対して反対するわけでなくて、やはりいいことはいいというふうに

ちゃんと報道しようと思ってもらえるように、我々の責任としてちゃんとやらなきゃいけな

いと改めて思いました。 
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 様々な発信のあり方というのはまた２カ月後ごろですか、やっていただくのでどんどん言

っていただいて、いいということはすぐやってみる。やってだめだったらもう一度別のこと

を考える、アクションをとる。野﨑会長からも言われていました公共放送、これはＮＨＫで

放射能の線量の発表しているのだから、モニタリングの結果もちゃんとやってくれと、無理

は言われていないのだし、福島の海でとれる水産物をもっと堂々と、もっと市場に流れるべ

きだと私も思っているし、ファンの一人としてもそれはずっと思っているんで、それはＮＨ

Ｋでもやってもらいたいし、やれる方向で、難しいことかもしれないが、しっかりとちゃん

と責任を持って取り組みたいと思っております。 

 今日大変皆さんからいただいて、まだ言い足りない方もたくさんいらっしゃると思います

が、皆さんから言われっぱなしでなくて、言われたことはしっかりと次の会議でどう改善し

ていったらいいのかということが進捗状況としてご報告できるように、しっかりとした気持

ちが入った会議として２回目以降もやらせていただきたいと思います。どうか、大変首長の

皆様、関係団体の皆様、また今日来られている皆さん、それぞれ本当にお忙しい中でこうや

って一カ所にお集まりいただくのは大変恐縮でありますけれども、来ていただく以上、意味

のある会議として、絵に描いた餅にはさせないというのが私のこの職としての思いでござい

ますので、しっかりと形に残るように、実現できるように頑張ってまいりますので、今後も

忌憚のないご意見とご指摘をいただきますよう心からお願い申し上げまして、本日の閉会の

ご挨拶とさせていただきます。 

 今日は大変にありがとうございました。またよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○中西廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐 ありがとうございました。 

 最後に一つだけ、事務的なご連絡がございますけれども、一応次回の会合、４月ごろに開

催するという予定をしておりますので、また後刻、皆様の時間の調整等させていただきたい

と思います。 

 本日は長い間、ありがとうございました。 

 


